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第4回南極地学シンポジウム

プログラム・講演要旨

日　時　　昭和58年10月28副金）

　　　ユ0時00分～17時30分

　　　昭和58年ユ0月29日（土）

　　　9時30分～17時30分
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吉長座

1

　永　田　　　武

（1）

　　崎甲子郎

国立極地研究所長

　　（10：00～10：05）

　　　　　　　5～12：15
（琉球大・理）

（15分）

（15分）

（15分）

リーセル・ルセン山から見出されたスピネルと石
　　　　　　　　　　　　　　　　　（15分）

5．リュツォ・ホルム湾エインストードインゲン産ザクロ石一珪線石片麻岩と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15分）

6．リュツォ・ホルム湾沿岸地域から採集された2－3の特異な異地性岩礫に
　ついて（予報）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15分）
　　　　　　　　　小　島　秀　康　　　　（極地研）

　　　　　　　　　矢　内　桂　三　　　（　〃　）
　　　　　　　　　白　石　和　行　　　（　〃　）

　　　　　　　　　松本径夫　 （山口大・理）

7．南極横断山脈Carapaceヌナターク産ジュラ紀カイエビ類化石について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15分）

　　　　　　　　　西田民雄　 （佐賀大・教育）

　　　　　　　　　楠見久（鈴峯女子短大）
　　　　　　　　　矢内桂三　 （極地研）
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8．南極産鉱物の記載カタログ作成計画について
治

聴

三
行
一

大

　
桂
和
洋

枝
原
内
石
吉

松

松

矢

白
本

（秋田大・鉱）

（科博）

（極地研）

（　〃　）

（北大・理）

極地研究所所蔵の南極産岩石標本について

　　　　　　　白石和行　 （極地研）

　　　　　　　矢　内　桂　三　　　（〃　）

　　　　　　　小島秀康　 （〃）
　　　　　　　船木　　　實　　　（　〃　）

（10分）

（10分）

昼食一一一12：15～13：00－一一一一一一一一一

n　海洋域の地学

　座　　長 村　内　必　典

ムテ
朗
伊
夫

スシ

爾
克
義

定測

川
沼
田

力重

瀬

神

植

上海⑳せら氾仏1

（千葉大・理）

（東大・海洋研）

（極地研）

（水路部）

（15分）

11．砕氷船rふじ」から試みたスパーカーによる海底音波探査　　（10分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（極地研）　　　　　　　　　森　脇喜　一
12．昭和基地北西沖およびモーソン基地北方沖海底の有孔虫置骸群集（予報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15分）
　　　　　　　　　多　井　義　郎　　　　（広島大・総合科学部）

13．昭和基地周辺地域の堆積物中に含まれるアミノ酸（序報）　　（15分）

　　　　　　　　　佐々木清隆　　（東北大・理）
　　　　　　　　　森脇喜一　 （極地研）

座　　長 大町北一郎 （山形大・理）

14．白嶺丸によるロス海の海底地質調査結果
　　　　　　　　　　　　一重力、地磁気、地殻熱流量一
　　　　　　　　　佐　木　和　夫　　　　（石油公団技術セ）

　　　　　　　　　石原丈実　 （地質調）

　　　　　　　　　上　鴫　正　人　　　（　〃　）

15．白嶺丸によるロス海の海底地質調査結果
　　　　　　　　　一反射法及び屈折法地震探査一

孝
行
伸
巳
明

信

義

隆
直
正

川
田
倉
野
田

及

金

横

加
多

（石油公団技術セ）

（　　〃　　　）
（地質調）

（　〃　）

（地球科学研）

（12分）

（12分）
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一一一一一 休憩一一一一14：50～15：10－一一一一一一一一一

皿　地球物理学的研究
　　座　　長　　　　　高　木　章　雄

18．南極大陸はなぜ地震活動が低いか
　　　　　　　　　谷　　　祐　史
　　　　　　　　　川　崎　一　郎

　　　15：10～17：30
（東北大・理）

（富山大・理）

（　〃　　）

19．南極エレバス山の1982－1983年の地震活動
　　　　　　　　　植木貞人　 （東北大・理）

　　　　　　　　　馬場めぐみ　　　　（千葉大・理）

　　　　　　　　　神沼克伊　 （極地研）

　　　　　　　　　小山悦郎　 （東大・震研）

20．南極エレバス山の爆発地震について
　　　　　　　　　馬場めぐみ　　　　（千葉大・理）

　　　　　　　　　神沼克伊　 （極地研）

　　　　　　　　　渋　谷　和　雄　　　（　〃　）
21．エレバス火山の噴火間隔の物理的解釈
　　　　　　　　　下　鶴　大　輔　　　　（東大・震研）

　　　　　　　　　神　沼　克　伊　　　　（極地研）

　　　　　　　　　R．R．Dibble（ビクトリア大）
22．南極ロス島の重力測定
　　　　　　　　　神　沼　克　伊　　　　（極地研）

　　　　　　　　　小山悦郎　 （東大・震研）

　　　　　　　　　植木貞人　 （東北大・理）

（15分）

（15分）

（15分）

（15分）

（10分）

座　　長 瀬　川　爾　朗 （東大・海洋研）

23．昭和基地におけるボーリングコアの弾性波速度の測定

　　　　　　　　　行竹英雄　 （京大・理）

　　　　　　　　　伊　藤　　　潔　　　　（　〃　）

（15分）

皿



　24．人工地震記象と理論記象との比較　　　　　　　　　　　　　（15分）

　　　　　　　　伊神　輝　 （名大・理）

　　　　　　　　伊藤　潔　 （京大・理）

　25．南極・昭和基地周辺及びみずほ高原、やまと山脈地区での重力測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15分）
　　　　　　　　長尾年恭　 （東大・震研）

　　　　　　　　神沼克伊　 （極地研）

　26．やまと山脈地区の重力測定と氷床下の地形の推定　　　　　　（10分）

　　　　　　　　　長尾年恭　 （東大・震研）

　　　　　　　　　吉　田　栄　夫　　　　（極地研）

　27．アムンゼン湾ナピア山塊の古地磁気　　　　　　　　　　　（10分）

　　　　　　　　　船木　實　 （極地研）

　　　　　　　　　永田　　武　　　（〃　）

一一一一 懇親会一一一一18：00～20：00－一一一一一一一一一

w



10月29日（土）　　9：30～17：30

1V　地球化学的研究

　　座　長　　中谷　周　 （弘前大・理）

　28．氷山を用いた海水中のウラン回収法について

　　　　　　　　　　西山　孝　 （京大・工）

　29．昭和基地周辺露岩地域の岩石地球化学
　　　　　　　　　　久保田秀紀　　　　（秋田大・教育）

　　　　　　　　　　椎川誠（〃）
　　　　　　　　　　矢内桂三　 （極地研）

　30．昭和基地における大気中二酸化炭素のモニタリング

　　　　　　　　　　綿稜邦彦　 （東大・教養）

　　　　　　　　　　鳥居鉄也　 （千葉工大）

　　　　　　　　　　村山治太　 （横浜国大・教育）

　31．昭和基地周辺湖沼の水質のモニタリング
　　　　　　　　　　村　山　治　太　　　　（横浜国大・教育）

　　　　　　　　　　中谷　周　 （弘前大・理）

　　　　　　　　　　綿載邦彦　 （東大・教養）

　　　　　　　　　　鳥居鉄也　 （千葉工大）

　32．南極ドライバレー地域と昭和基地周辺のEvaporite
　　　　　　　　　　森川日出貴　　　　（東工大・工材研）

　　　　　　　　　　平林　順一　　　（　　〃　　）
　　　　　　　　　　小坂丈予　 （　〃　）
　　　　　　　　　　鳥居鉄也　 （千葉工大）

　　座長　　 綿稜邦彦　 （東大・教養）

9：30～12：00

33．ドンファン池の継年観測
　　　　　　　　　中　谷　　　周　　　　（弘前大・理）

　　　　　　　　　鳥居鉄也　 （千葉工大）

　　　　　　　　　山　縣　　　登　　　　（公衆衛生院）

　　　　　　　　　村田貞雄　 （千葉工大）

34．南極内陸塩湖の微量成分からみた塩起因

　　　　　　　　　増田宣泰　 （北大・水産）

　　　　　　　　　申谷　周　 （弘前大・理）

　　　　　　　　　烏　居　鉄　也　　　　（千葉工大）

35．南極大陸における有機地球化学研究の現状
　　　　　　　　　松　本　源　喜　　　　（都立大・理）

　　　　　　　　　鳥　居　鉄　也　　　　（千葉工大）

　　　　　　　　　半谷高久　 （都立大・理）

（15分）

（15分）

（15分）

（15分）

（15分）

（15分）

（15分）

（15分）

V



　36．南極ドライバレー地域の環境放射能　　　　　　　　　　　（15分）

　　　　　　　　　　小村和久　 （金沢大・理）

　　　　　　　　　　林　　　　　巧　　　（　　〃　　）
　　　　　　　　　　阪　上　正　信　　　（　　〃　　）

　　　　　　　　　　鳥居鉄也　 （千葉工大）

一一一一一 昼　食一一一一12：00～13：00－一一一一一一一

V　地形および雪氷学的研究　　　　　　　　　　　　13：00～14：15
　　座　　長　　　　　戸　谷　　　洋　　　　（都立大・理）．

37．永久凍土地域での氷襖の成長機構と環境
　　　　　　　　　福　田　正　己　　　　（北大・低温研）

38．空中写真判読によるやまと山脈とベルジカ山脈の地形
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42．電波氷厚計による基盤地質推定の試み
　　　　　　　　　大　前　宏　和
　　　　　　　　　西　尾　文　彦
　　　　　　　　　石　川　正　雄
　　　　　　　　　高　橋　修　平
　　　　　　　　　勝　島　尚　美
43．やまと山脈の泥質変成岩
　　　　　　　　　浅　見　正　雄
　　　　　　　　　白　石　和　行
44．南やまとヌナタクスの地質
　　　　　　　　　勝　島　尚　美

（都立大・理）

（極地研）

（極地研）

（北大・理）

（北大・低温研）

（　　〃　　）
（北見工大）

（極地研）

（北大・低温研）

（　　〃　　）
（北見工大）

（北大・理）

　　　14：
（極地研）

（15分）

（15分）

（15分）

（15分）

（15分）

15～15：00

（北大・低温研）

（極地研）

（北大・低温研）

（北見工大）

（北大・理）

（岡山大・教養）

（極地研）

（北大・理）

（15分）

（15分）

（15分）
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49．日の出岬のFassaite－grossular　rockにっいて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北大・教養）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（極地研）
50．Staur。　teの安定性に対するZnの効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金沢大・教育）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（極地研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃　）
51．プリンスオ　フ海岸の変成岩中のHornblendeの組成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金沢大・教育）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（極地研）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（弘前大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　17：00～17：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（極地研）

　　　15：20～17：00
（愛知教育大）

　　　　　　　　　（15分）
（北大・理）

（極地研）

　　　　　　　　（15分）
（極地研）

（金沢大・教育）

（東北大・理）

（極地研）

（琉球大・理）

　　　　　　　　　（15分）
（広島大・理）

（岡山大・教養）

　　　　　　　　　（15分）
（東北大・教養）

（琉球大・理）

（東北大・教養）

　　　　　　　　　（15分）



シンポジウムプロシーディングスの発行について

例年と同様に当シンポジウムのプロシーディングスを発行し

ますので、下記により論文の投稿をお願いします。

記

1．投稿締切日 昭和59年1月31日（火）

2．投稿要領

　　　　フルペーパーは、原則として図・表を含めて、タイ

3．

プ用紙ダブルスペースで30枚以内とし、別紙の投稿
予定申込書に所定事項を記入の上提出して下さい。

なお、投稿の際は当研究所投稿規定（Memoirs　of

National　Institute　of　Polar　Research）によって下

さい。

その他

　　当プロシーディグス以外にフルペーパーで投稿等予

　定がある場合は、アブストラクトのみ提出して下さい。

　　なお、アブストラクトの出版にっいては、別途編集

　委員会等で検討され、決定されます。

4．投稿先 〒173　東京都板橋区加賀1－9－10
　国立極地研究所編集委員会
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南極スカレビツクハルゼンのスカルンの酸素同位休的研究

鈴木哲夫・松葉谷治・松枝大治（秋田大鉱山）本吉洋一（北大理）

　南極スカしビツクハルゼン地域は、グラニ

ユライト相に達する高度変成作用を被った各

種変成岩類及びスカルンを伴う大理石より構
成されている。この地域の各種スカルンの産

状・鉱物共生あるいは化学組成は変化に富み

（松枝他，1・982）その生成機構に興味が

もたれる。そこで、これらの大理石、スカル

ン及び変成岩の安定同位体的研究によりスカ

ルンの生成機構を考察する。本発表では、そ

の一端として大理石及びスカルン中の方解石
と苦灰石の炭素及び酸素同位体比、ならびに

大理石及び片麻岩中の石墨の炭素同位体比の

測定結果を報告し若干の考察を行なう。

　この地域のスカルンは産状により3種類に

大別される（松枝他，1982）第1は、大
理石中に産するもので、金雲母・苦土カンラ

ン石・スピネルスカルンと団塊状スカルンで

ある。前者は、便宜上スカルン鉱物が50

％以上のものを、スカルンと呼び、それ以

下のものを大理石と呼ぶ。第2は、大理石
と片麻岩の接触部に産するもので、緑色輝

石スカルンとアルミニウムに富む輝石スカ
ルンに分けられる。第3は脈状スカルンで

あるo
　これらの岩石中の方解石の炭素及び酸素

同位体比の関係は第1図に示すとおりであ

り、上記の産状の違いにより異なつた関係
を示している。大理石中の方解石はほぼ同

じ　δ13cと　δ1ぼ⊃を持つ。ところが大理石

中のスカルン部分では、それに比べてδ13G
と　δ180に大きな変動が見られる。また、

大理石中の団塊状スカルンでは、さらに大

きな変動が見られる。大理石と片麻岩の接

触部のスカルン中の方解石は、大理石中の

6t3C
　　6％。
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大理石及びスカルン中の方解石の炭素及び酸素同位体比の関係
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ものと異なる関係を示し、しかも緑色輝石ス
カルンとアルミニウムに富むスカルンは各々

異なつた関係を示している。

　これらの岩石中の苦灰石のδBCとδ180
は方解石の値に比べ、－O．5～＋1．0％。及び

一 〇．5～十2．O％．の差を示す。

　苦灰石と方解石間の炭素及び酸素同位体分

別をみると、測定された試料の約半数が平衡

状態を示し、特に大理石はすべて600～

80090での平衡関係を示す。一方、スカル
ンでは、炭素及び酸素同位体の分別が平衡値

よりも小さくなる傾向が見られ、特に苦灰石

量の多いもの（80％以上）および方解石量

の多いものでは平衡状態からのずれが大きい。
　石墨の　δ1勺は一4．5～－2．o％・の範囲に

入る。大理石中の方解石と石墨間の炭素同位

体分別は、＋3．o～＋3．2％・であり、

B。t七inga（1969）により理論的計算で求

められた600～800°Cにおける平衡状態
での分別よりは2％θほど小さいが、Valleyと

O，Nei1　（1981）によりグラニユライト
相の片麻岩について観測された分別の程度と

ほぼ一致しているo

　このようにスカルンがグラニユライト相に

達する高温高圧条件下で形成されたと推定さ

れるにもかかわらず、スカルン中の方解石，苦

灰石及び石墨間については、局所的には平衡

が認められるものの、全体としては同位体比
に大きな変動が認められるo

　このことは、全体の同位体組成を均一化す
るような過程はなかったことを意味している。

　従つて、水などのような流体が、多量には
存在しなかつたことによると考えられる。

又、このような流体の少ない状態で、スカル
ンが形成される場合に、Ga2◆，　Mg子＋Sio2，が

どのような過程で移動したかは興味ある問題
と思われる。

一参考文献一

松枝大治・本吉洋一・松本彊夫（1982）
　：第3回南極シンポジウム講演要旨
Bo七七inga，　Y，　（1　9　6　9）　　：　Geochim．

　θ七　Co8mochim．　Ac七a．，33，　pp　49　七〇

　64．

Valley，」．　W．　axld　σNei1，」．　R．

　（1981）　：Geochim．　e七〇〇8moohiπL

　Ac七a．，45，pp　411　七〇　419．
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　　　cf　3　Std．一一一ASC－3　エ　ー24．468　±　0．021　亀　　（Nu買わer＝7）

　　　　　　★3Gエaphiセe，　★★：Calcite

　レカ’し，1⇒η・‥のデ㌧フだ中・より炭

き・鰯橘禍め端早て泊リ，さう・・デ
ー タ介葛矛蔓ヒ｝3ct。作ヂγα醐b酒頑σ“に閑す3物

瑠〉・イ（餉温程乞塩剖∫フ亭ザ1煙であう
う。
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エンダ一ピーラン｝・，り一也1レ・ラレ廷ンムがシ巳・’宏さw乏

スピ元ζ｛レし石接う斐生kっりて

本舌詳一（ユヒジ＜・理）

杖枝フ（ニジ台（萩田丈・劔ム）

一　　　　　　　　　　　　　械よ凧ぐ・今∪）むヂ3弔∨，角r咳クuも脅爪。
　エンダレ，ピーラント，り一尼！レ・うWン牙借勘は石更り中に乞有主沁てみゾ、寺±k

ム吃戯測殉‡，雌駒けe・ア雛〉呼スヒ・細・石軸詩す▲（砺，！）．辱・
げれ，東南極ウ乎ゐ・ぼ辱κ学勾にレ芳石廓ヲ　して、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スヒ・わレリ用楊K鯖石り夏矢縁・・観

ピレ憂りて糠穿フ嘱ソクビ｛て婁昌芝隻り　辱主妖●場含しろ6酬1ごれ確二裳殉穿注按
てりう。ごり君体ピぽ、詐弗K島盆・島圧り　Wで・卵3。ヌヒ・かレり乃くぽ牢麓勘て’う3ウト・，

ケラニ阜ラ臼一栢τ字了㊨物但合せ（例Ll‡・，字Kdつろンタ・・ム，寸フィリン（りε件う・し

力川け硅，拳輝駈亮線石・パノパある・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂク縁4政よ，て司むれ欠スピ朱1レつ租枚τ符フノ1レ山〃∪メ両（＞z㌃億与）り着石ザ友

吟殉・暗。　　　　　　ε鰍憤ゲスe朱・レ・情碗全・r・・レ
　タ23史衛稼行動ぽあパて、琴老ら炉リーピ三ナィみ一ズ七・かレ固魔体ピあ戊，芳千ク

↓レ・弓fレせンムゲラ壕集ゴ久潅石りチ×，又　ぐ厚03て・含む二じ鮮悟敬であう。唇W㊨タ

ピZlレ＋石庭いづ糟星ぱ舷勅茨生¶ザ尼u生θ汁がソ⑳　ピ止擁こヒヵ・ら．　Zψ0り園来量は

ミ已りで冷陣ク歓曜篭レ、知Z辱・ん珂・叱樹已靖．
1レ＋石更う鞍違ピっ1ノマ芳アリ考螺じ鈎形

ハ。　　　　　　　　　　　班．ピカレ暗震う雄」生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸卜1壕ノ猟へw（／93・仏ノ峡東ノスヒ啄1レヒ石吏

　兀．從ヒ・Zlレ・う着状し餌杖　　　　　　　　1㌃互日k”ぷω⇒改す～bレ”行毛りし考え〆らいて

スヒ燦・レ主銭苦飯コーゾアパ・才．徽芝九像修レ、久ヒ啄、レドZwL姪k銭
で石更ブ叢・惰双色τ皇す㌃特歓‘ヲ穿宕辰で輪ピは碕籏が軽ヌしk茨存す〉場合ル助ソ，

卯．五鞄跡・噸雑吐嫡ル・，旅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　l．　　EPMA　analyses　of　spine1緒晶同あ・り麟1‡　5以㌔ヶピ様侍・ヂ3、叉ヒ。

ネ｛レ｛‡これ・ララ石黄リチKl離も，・｝犬にゲ仰す3

カv・ 、乙〆トぽ為之卯％漸度て・多3．鐘ア乙1

は笑しい称老じ呈レ、一籔k救状（丈士士ク／

Fig。1．　Mode　o£　occurrence　of　spinel

　多

矯

／

Q

曝

1 2

〉

sio2

Tio2

A1203

C「203

Fe203★

FeO

MnO

MqO

CaO

Nio

Total

mq★★

　．Ol

　．00
58．73

　2．40

　2．10

27．00

　．09

　9．71

　．00

　．20

100．24

。391

　．03

　．00

59．05

2．15

1．40

28．18

　．10

8．75

　．00

　．31

99．97

。356

鞠

凱2　㎜

ナむ　エくニロユ　セ　　　ぜで　の　ヨセむエ　わまむの　セ　　

・★Mq／（F。2＋＋Mq）



又ヒ・Xレの’塔雇L性K関すムz“り勧果夕v強禰

士れ》rこU3（πゆ動’973；ρ，〉九∂儲ヌ㌃，／9♂o♪．

し偵・し、嘉近．k可，て2同乞含す4r、，スヒ・峯

1レ・と石隻＿り茨逮例もし1くっダ若宅tンしrて弄ソ

（ζ・♪・…ひち・隔・，！97♂，酬…r，／9リ

グラニ阜うイみ箱りとうイよあ温．・あ圧⑬赤∫「｝

下て・↓才丙老邪’辱足K莫存す、こヒ¶ト嗣シ㊨’欠

fわて士舌9
　ナbア君鯵ラ覆叡牟イナげ、（恒vu？わ）、

ε！！ノ5eぐ超、θ9んノノ，％ちγρfなβM4加．〆久

（㌦アレεβノ）うkよ，　て、渇な9の．（二」火」巨、圧

声θ｝’〃κム叶　いづ危介孔暖しら↓～ぺおツ、

こ9）うな左伴下でぼUすマ隻奮石，ろちり
は重育石＋†ワP石ビ、，り女輪叉1富阜足ズ・

官く，寡賓石り！爾解i巨校物でち3サフィリン

＋石褒、サつ口石ナ戎線石＋石吏．あう｝’ぽ

スでわし→石更ピ、D友輪り・“阜走佐有在

悟し芳し弥ゐ。
　リーやいラ・し○ムヵ・う採集翻た差石
ヒ∫才，上工1久3猿類り航勃亥生勺v・すA・・ぺ確

貿文払｝うタ、・，サつイリン，サ’プロ友，スヒ。年

’しう的／臼σ砿已引～そポー・・拓θ町
久よ2一ρぷ免　033－0・3タ　ヒマ」フペオ1ソ，序、

嘉組あくクちゃ・－uうΨ，翻物忽合∀うり様り生毛も

免ら人久π紀Ψ生つト強♂。つう，），万／肉ク

民廟妹±・，」齢《η着石kぷ’て．スヒ・加レ

＋石英う栢！含巴が’阜足K有1丘ピたし駐文w

う．

　⑳國』δκ｛一（・9・♂戊1‡スピ朱1レク

耽性欄レ抱り6梛づ辰してち一ノ玲
・’ 〃zX否げヌビ匁1レいノ・レむしうサ’フロ石

ザ！じたてち3セ1て口う。しφ’し1ナいア蕗

体タ場合スヒ・次レし寸プロ励ど｛鴎足
に得在レ、ナ改入e・ねし9／漸∫わ・鋼脇｛
てコレヂ01ヤ、・ηレtl5b・為夕、）女い‡芝．わ∀）8い．

砲ペズ回・レ瑳隻ゆ続性K関｛・崎
∫式レ述パ・ち彫阻う姥欠　（と0う三β釦復πヒ・伽・

間与して・’0こてし考しらくハ蜘　》後⑳複

計緯しし四．
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　5

　　　　　　　　　リュッツォオルム湾エィンズトドィンゲン産．

　　　　　　　　　乃栃石一繍し石片廟劣と大埋石の祷嫡物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赫聴（圏且矛ナ博）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本舗1－（ユヒ犬・理）

南話耗《嶽∠㌫蔑罐㌘擢～罐一雛穿欝乙彦綱，石英．

ム面積3δ〆た5プの刀・島であぶ動k剤輪顯研・、↓泣琉融κ8有乙z・あ功x
ρ1劾則ε被り，ご5にヌψのブロックκ4Wテκよ5イヒ学物（以下η（紘r砂の化学物σプ

～マ1’3（ク1図）・　　　　　　　　　べて）り厩呆、｛1ぽ多いθFe枯4メ／鰍ηノ泌3窃

　綴1チ，五片麻叡スカルンよソロソ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6ゆ、。。’、．‘4％どク．た（牙1えノ．苦誓石

緩ε鰺灘τ黎翻耀鷲㌘・髪㌫繭ζ㍑受鑑鶏嘉躍〉ζ

欣，蕨一勧、石勧、黒多θ、石勧α・／以／ωイで，θ贋。友肋。々ひ。

一
黒裂ひ、石移か角閃石のイ批れ濃某して・づたノ），砺。“ノ〆“εの揚β財κ疋・頑κ

た者防が誕め5仇5。一却κ｛プ痴t石∠畠むな．了・1つ．

膚ぶぽ乏オれマ・ぱ．吻側リグロックκぽチ♪．黒翻鏡千では赤褐巴で，τの書有星

℃ノカけ鮎ね．ズカルンぼ二虐あガ蕎“．耗W尼碕く、擁i耐κ舗
・て，蜘・グ・・ク⇔視弛づ．ヌパ貝7・、慮紐と醐わ怖辰晦1
ルンアつ丈鋤ラぱ最メ漬さ10㎡多吏であ3．6ミ．は，～θ37であ5、但し，、巴雲認㌣の尼∂ナっ

膨擁iメぐi叛（＜メ乞向オ旬ぬ長く漉綾）しな、）．ズ量がわかって・・な、，ので，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こり旭かプ直援麦
刀ルンぽ下整f則で発三達／ごよく，多ケの膨蓄6ぽ嫡乏ε身Lフ・6づことばで芝な・・カぐ、おイう

あ多導ろっ，夷」勾方句）＜よく連疏ブづ．ニン魯　くソユッソォ才ルム彦繊で13灘）っ曳ぽ

リズカルンにはさえれた石福石一、黒雲くチ版度εえヒづ可能修ぴあ5。

名ヰに1才，碗石づ麹妬房緒っ魏（厚C．端・6長さ1侃μア，・ナ／〃以7⑳升
さ／0債前後）万認めうれづ．〃〈下．ズ刀ルンカ淫rl桔鰭晶ど4ヲ．無色奮∪し聯色ど亨ぴ

以粥石一戎線、6膿訟端以ア3鋤κっ諸ぷ獅て弦、・．碗ε1％‘」ご從以
・1マ述べ3。　　　　　　　　　　　　　　　昇，イ色の副坂”口搬さ丸な‘）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．〉〔のイ也、后美，カソ長石，中性岳疋1パ主　芳1⑨エインヌトドインケンの露名ど螂湊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嫌双鋤れして認肪旭．ルチル《チ顧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／棚前後の微淘㌶6晶乙してよく．慰5敦づ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5た．毛ナで后（（三，Fε多あく分どし．ケ董っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mノ微ど官んτuJ）Aζ萸鋤の縦〔63れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　κ彦ヲ3．

Eコskam
匿コmarble
口gneiss

エスカルン
A．大窪后はκ蹴な方角拓から・タソ，♪’ロマ

イF，著エδ・んうん石，ヌヒネノレρノんぴき雀

むことガあづ．こつ大濯石ナにぱノジュー
ル’弓だつブロック（毛・彦1η以アノ矛多荻雀ま

れて・・3．このプロゾクり履み殼｛」《金雲揚1っ

集含昧よソ4ソ，麟石，ハ㌧ガス閃ノ6の多

い者仰εへて，プN都σズピκルと吉ヱびん
多ん石ε圭乙ブ3．化に）頃灰ノう，カリ長石，

ルチルガ含3カマ、・3．主な楢雄劾のイ乙三宇
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ク）オケイ邑」雀ヤ2表ご）ようて’あ．5。

T、ble　1　Chemica1・naly・es・f　the　select・d・inerals　i・gamet－・i1U…fte　gneiss

Sio2

Tio2

A1203

Fe203

FeO

岡90

　ヨむ

竪o

Total

1－3

　1

41．43

22．91

18．72

15．22

2．44

100．72

2　　　　3

41．53　　　41㊨60

22．60　　　23．02

18．68　　　18．72

14．65　　　15．21

2．39　　　　2．37

99．859 　100．92

4　　　　5　　　　6　　　　7

39．10　　　39．53　　　38．11　　　38．84

4．11　　　　4・25　　　　　←　　　　　　－

15．17　　　15．34　　　60．65　　　60．59

　エ　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　ハロむヨ

1：：；：1；：：：　：　　：

1。τ119181：　二

94．71　　　95．15　　　99．86　　100．46

garnet；　4，5　biotfte；　6，7　sillimanite

B．ズれン和担緋か戸ソ、ノ1°一老獅勧およびK嬬むハ㌧ガ’ス閃か
淑閃石途翻，栃，○び石なご・雄発みより，エィンズバインケンδ・ノカ
む．ハ㌧カ7砺・靖μ絶で．K＞〈伽暫ツ林ノレム湾繊憤碕泌・蛾ぶラむ

籔多1農鷲蟹霧縫嘉㌫㌫元；魏ナ弦否㌣瀦二膓記謡裂遊

珠剖ぶと楊あく甜石睡才2仇、パ畝∠巴鍍勾佑・存彦が《情抗3。
杓〃蹴つ惣泥の店晶と（τ，カノ勧、

石丸サラ柳・と柘産プふ
　ここピ，♂（1れ1ズ7ピZ〃っ※長石δづTable　4　The　un’t　cell　pa「a爬te「s°f　pa「gas’tes

コ3プ、フックが含まれマ・，3．こっプロソク　　 τ　　2　　3　　4
・堰醐1㌧ぴμ妬，《銭好・嘘約づ．11㌫11：：：111：；：；1：：：；ニ

セκ，ジノしコ〉，6・っれん石の縦卿．邑5れ・5．2フ8・．2995．288・．321

」．主な鞠吻のイ噂分祈値‘」ク3えのよ・1°5・〃3°1°…2°1・5…°1…49°

ラであ5。9た、Kκ％む1“一オ・ス閃石リノ多一v899’44906’69904’13916’35

奇笈赦εクイゑκ斤、した．　　　　　Ls・nthetfc　Na1・・㌦parg・・うt・（”’・r’・h・e・＆S・h・rm・m・1977）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・　potassic　pargas｜te　from　Einst6dingen　（EI118A‘）
T、b1，2Ch，。ica1、nd，、e，。f　the　select，d。inera1、　i，。、．b1，3・Synthetic　Na5・K5・pa「gasite（Hfn「i；hsen＆S・hurm・m・197ア）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4・　potassium　pargasfte　from　ε｜nst6dfngen　（EI118A｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
lll・

A12；3

1
：
1

；：1、、

EI118B　1

：

69：，，

、：：：1

，；：ll

2

4L90

L93

55．02

0．26

99．1｜

3

53．20

2．60

2．81

15．58

25．44

99．63

spine1；　2　forSter］te；

　4　　　　5

53．06　　　48．36　　　50．07

　－　　　　　1．79　　　　1．64

2．45　　　8，36　　　　5．76

2．45　　　　2．28　　　　2．41

15．84　　　13．95　　　14．97

25．40　　25．16　　24．85

99．20　　　99．90　　　99．70

EI118　3，4　diopside；　EI118D　5，6　fassaite



Table　3　Chemical　ana｜yses　of　the　selected　minerals　in　skam

S102

†io2

A1203

FeO

陶O

CaO

ちo

対a20

C1

◎エCl

Tota1

　　1

51．19

5、22

3、42

14、53

25．55

99．91

　　2

52．01

0．32

4．58

3．28

14．60

25．38

100．17

　　3

4L22
0．71

17．02

6．57

14．47

12．84

3．08

1．53

0．70

0．16

97．98

　　4

41．54

0．45

17．33

6．62

14．41

13．31

2．95

1．48

0．71

0．16

98．64

5

69．72

7．44

23．21

100．37

EI118A　1，2　dfopsfde；　3，4　potassi姻　papgasfte；

8．9　potassic　pargasite：　10　anorthite

　　6

40．93

0．42

18．42

2．05

24．44

　　・

10．48

0．81

　〔

97．55

　　7

39．02

0．90

18．66

2．74

24．15

10．13

0．95

96．55

　　8

41．39

0．17

18．82

2．66

16．73

12．86

2．04

2．34

97．01

　　9

40．71

0．68

18．55

3．38

16．13

13．03

2．40

1．76

0．40

0．09

96．95

ε1118A．　5　spine1；　6，フ　phlogopite：

10

43．81

35．83

20．06

99．70

11
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リゴヅズ・ホルム亥鴛芹蝿域ガら稼豪つれた2、3ひ精肇る頭蝿枝名傑×刀、惚

（予報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、］・島秀顔（極蜘刊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※丙瑳乙（　〃　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白勉知灯（　〃　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柘啄揺失（山口x一チ望）

　南極矢薩、舌　そ〃）叉静9が氷《未ク」。4あ

おわれ、男く係千〃け辺㎏ぱ魂噸構＆彬直櫓槻啄ろ痴一イ琴万片弟であ力．

4ろ二い4国雛で勿ら、重，杉才らえ「藷％♂矯

孟方ら久審バイ」檎wの類捗が試2ナ∪れ、4巨、

宕レ1ンψ迷寺陥の袖五ぴらラkほ千♂躍掴て

つ、｝了あろ霧彦の｝肴報倒身るニピガぐ訂膨ぞ防

・乍。レ々’レ、／れらの莞喬がメ（係ぴじの

名⑭栃瞬。物・射幌行⑳才4蹄魂
麹で初．ち。遣葬．マメスレ〆ブ〆妬用、フ1乞

司く係千の暢瀞調質が並方、司く珠千の砂メ〈腰の

初浄々劣く泳ぴ函姦繊ガざ頭ら〃、杉ギ川！？4あり、

氷扉で運・イれて象杉％右の彪《蛇亀ヅ〈」り限昆

4bフヒが可影珍ぴ，ち。ニニぞ、り白堵勉、

菟き万㌔額負レ含挺砺脇」ら分櫛の寸看徽亀杉

軽・尋いい4、劣く務千φ彬堕吃x鴨ジ含彰乎

イ」島修岳イ～づz秀乞ら撚ら。孝万∪、才．身4

↑レ堺喋ゴれち劣く確殆，瑳㌢形の毎検了拓此写負｛．　　　　　　　　　　　　×40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Si鍾繰功劫でい匂が、∧の学でz，ろの巧肇｛♂％％が　Sa

見、ハ必づれ毛♂含、ジ帆ら｝∠η、、4孝象旬、っ

報右イβ。

　］L　．　Sapρh言rイne　rock

　ストランド矛ヅパ〉イ司・・％の逃5万ギレ尾

い鉱乏れ了U初。スレランジ矛ソバ彦♂サフ

4ゾン硫、鍾輪一寸クいノンー蹴輝勉
瞳看知顕鵬力倉れ哲、与フ、ゾン、づ

輪丸賭れシ・んフヲ砕緬4・蟻
一 獅ヒニ漁ヲヤ」鷺蜜母が認めら畝ゐ。伺い箔

蓬♂ザフ4リン老渇．→フ4・）ンーゴぐう泊

一 珪緯垢一後祈万一罵吻♀の4助令的ぜの葬

中杉祖細輌％乏（写」口～）イあリ．泊饅ゼ活

了みれ砂の蔓青后げ肋セ㌣ザである。サブ4

リン冴、まれ移しザ奢きれイれ）。

　2・　Sta騨oパte　bea司ng　rock

　イ客兎箪菅む電叙弟、才．申め癩タ殿ぴラン

プ訴づ才♂あ舌茄中ガら楳巣｛れ彩。脅〉ウ“

亦イ才4わか‘　イ〈ラ垢一す、多元一里牽ザ

ー 斜妾石づ6拒♂姐み右れぜ亀頭イゐ肖嘉名
（ぢ菖2）ゼあリ、ヰ∩額クの七〃・才、ゴ乙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

サブ4　リン，　Co童看石，

　　　騨磯繋

夜新
　ノ　
〆麟！

酸

雪真2。

Stイ多ラ6，　Ga乏∠ち石

締蒜

購

イ

タ

　〆
　亥蟻

メ40
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爾極繰断山脈岳畢・・ヌナターZ産ジェラ紀カイェビ類化石にっ・・マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西田民椎（4宏賀・大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桶見久（金徽子短大）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢肉柱三（極党研）

　撒断山脈のc。nv・yR徽g。に属寸るC＝一
躍・ヌナターク〈束騒1う㍗z〆・幽緯％携り

を繰赫レた結果，祀毒1係甲蓬嚢類馨甲騒（c牛

ば磁輪c盈，・繍嘘為舜イズピ類）ぞ，二亦毒

ゼプ）ア牛島脅ジ方ラ系（一御1瀦リアス系

）大藏系熔タ産繊が知ら癖マい為在。±鮪裁

逝mam鯉田総B縦総綴1こ受癖め才麺縁毒穆で

ある二老が桝曙レた、

　二㊧小ヌナターク1審弼多ビ麗石鋤産繊に

ち鳶〃〆探鹸更初蜘二命多寄撫マ癖ゐが，露

式鶴そ携彦訟彦報欝レ彦轟1護GU難・磁

W悲甜（∫％2）であるが、壕織綴定・記戯縛

浄讐灘マいない．

　二、の鱗縛鵡記規矯産轟毒磯乞較ぺて
締の差罪鳶銑線輝診り乃く講ゐ燕曙夢か
ら万…±語の新纏ぜあ噂可能修声耀いが．

若ヲあ乞ず君塒泊晒a昧afぷ亙
s方砺砺汲戻薮㈱昔ASmピレておく癬

　声イメピ謬晦露産訟ず篠砂難層1審層序紅

プラット憲一ム・カバ‘一で講るB珪＝　纂層

蓑譲嚢場㌶認號蕊鷲なξ
㍗旬Z㍍聯ξゴ・欲鐸活ぶz灘騎鴇履蕗㌫ε，抱穎く〕叉鰺∫在m

c飢　舞斑蟹ぐ語ぴm　　L汲ULX￥　裟ざd　I芸灘）w．鳶∫a弦⇒c《a一

磁5c膓、毎鍵r。擁w毎1鎮uご斥ど声・うジ㌧蕗ラ慈己

藩襯ぐあろう瓢さ露マい為ぼ繊繍d謙品雄．

極2）が，声イズビィ髪石から話苓露に薫い昇

載勝えら純．
　欝秦列島・お嚢丁ゐ白璽系関門躍群浄らの

撫鋲在語麟潅状およが揚峯のカイ多ピ命観
察ヵ’う当瞬の爾極綬断山蔽の編1γ》・、て

も室斑ゐ。

フ6酵30！

是迦

磁聯。姪

7フes

OOE

バ
ノ ｝

汀
掴

繁・

繁驚㌻

み餓ぷ工惚E嵩
　　≠　　　鞭

マ
＼
鍵

、

ダ
三

之
〆
鷲
襲

フ7P30！

暢
繍

窺

○
⇔
缶

O
在
o
定

　
　
　
　
　
摯

図｛。函獅≡ヌナターク菰置図、

図z．C吉琴aceヌナ¢－7産カイエピィ髪石の

　　産状。
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彦自極窪4広！物の壱乙籔カ　タ　ロゲイ乍成ψ十画についマ

　　　　　　　　　　　　　　　松枝欠：台（三秋田ナ（・鉱山）’牢踊、穐（国立科博）・

　　　　　　　　　　　　　　　　4ζ内桂三・白力和行（極地研）・本吉芽一（北犬’理）

1．序も　　　　　　　　　ち・・デー7シーい・14砿物趨爬の根拠
　南極露岩地帯の各穐岩石はタタ岐にわたるノ鉱　とな・た嚴低恨の〒㌧9記教W・“行われる亭が

物群η’ら構戒されう．個々パ研泥老1こよリ，　狙のである・ヌノ危研呪癌によ5デー7ゆ相

研疏目的に応じマ各穐鉱糊柏の司定・記籔が互矛1印を図るたあノ特k毒斗欠・図姦・写真額

行掴t，そρ叙因等伊微諭さ赦ている・ノ方，の掲載されるスペースな栢ずつのが特微であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ。聞極に和プろ・鉱物資須闇題d最也蕩みに注目

ぞ敗，笥に有用鉱物の煙椋・璽’剤幽二蘭寸

5検討ぱ重磐な改星9となっマいろ．

解，頬羅パ縦砿物穐蜘3…檀’・の
ぽ＼5のに対レてノ　南極産・鉱キ勿裡の総・数は笥》老

の知う隈りでrd約乃o達足ラずτノ今後さら
に鉱物達め追．加が予想でれる．個？へ研克着

によ3鉱物紀載はあるが，碕’：助片的であっ

皿．頂目稗説

　A．分類コード

・鋤粒づ類％は，P蝋（円6・）やβt…∂
（／9クoノ　芋1：　よ　リ提ロ』ミ｝れ7、，　3がノ　ニ　れ今

の方該はノ主としマ鉱物を乞れ’ζ含工れ3臓

イ才ンケ’レ7。ρ椎質’こよリ分頬ζ類α4∫の

たリ不十分な記裁τある矛もあワノノ卸には　した6のでノさらにθro杖〆族）に鯛今～ψ㌧

他ρ鉱物檀ヒ飯部されマ・・る場・合がある・各各鉱物稜（5アe己eδ）’オをψt乞“れの6r・午’こ所

研靖老によ5同一デーヲの目的別相互孝・1困扮　属す5．本壱†画におワ5ゲ婚コード6TC』le1

よ研足デー9樋加補紬一餌’レも＋伺に示さ婦椥ゴ朽に準じ坤とする・
円㊨rて進行レ之いろとぱ毒えな・、。

坤ひ鯨力・ら，輪韓1鋤吉磁力知
！7“作成力よイバ記籔デ19の研呪者闇の相互利

稚麺目的としちこ時で・解橡約
と補5しあ1よ官噺たな献粁に関す5多己載竹額を

争↑う計画玉立穿レ托，才計画rま，国五極地珂

酬飼硫堺ゼとし碑緒認牢M・召
1和58昇復～60与度），輪逸行中τあり最継
釣に鮎物記載デー9バンワ窃・よ右紀鼓力9ロ

り・∂、作歳が予定でれて1ハる．

∬．祝載ヂン9様式

聯罐鉱物・紀紹㌧9シート備式は，
教当地樗闇係研溌名によう裾描果を編危し
受褐孝・※定乏㊤た・Fl9・tに午才㊤う様にノ

ZれそれF。YひA　（透θR鉱物侍い工・よがFo∀m

l3（不透θ日鉱物1¶）の之糎が田竜さ小z‘‘3

・
釆然r二卸ウう砿物穂1慧ノ老の物房学倉勺性噴

（締晶箱造導）免・浜右化冑的椎質（化’㌢組膚

等戊　’こよ　リ　定義・φ　dへる　〔亨　も　〆）て㎏あ5。　従フ

丁6㌧』le⊥．　ノ金広物クア斐買コードllスト

　Class　　　I　　　：　Naセive　Elements

　Class　　　工【－A：　Sulfides

　　　　　－B‡Sulfosalts
　　　　　－C：　Selenides
　　　　　－D：　Tellurides
　　　　　－E．　Arsenides
　　　　　－F：　Anヒimonides

　Class　皿一A：Chlorides
　　　　　舗B‡　Bromides
　　　　　－C‡　Xodides
　　　　　－Dc　Fluorides
　　　　　－E：　Oxyhalides
　　　　　－P：　Hydroxyhalides

　Class

Class

Class

Class

Class

X：南オ垂産鉱：拘の吉己葡iと目録作あ～

　　　一特に有用鉱i物を中1じに一

W－A：Oxides
　－B：Hydroxides
V－A‡　Carbonates

　⇔B‡Nitra七es
　－C3　工odates
V【－Aε　Sulfa七es

　－B3　Chroma七es
　垣C：MOlybdates
　－D：　Tungstates
　－E‘　Selenaセes
　－F3Telluτates
V【工一A：　Phosphates

　－B：Arsenates
　－C：　Vanadates
　－D二Borates
皿’A3　Nesosilicaセes
　－B：　Sorosilica七es
　－CζCyclosilicates
　－D：　工nosilicates
　声E：　Phyllosilicates
　〔F2　Tektosilicates
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Form　A （表面）

Cod● NO恒 H1“■z81 瞬●■● 口◎●1iヒy 8岬1●Nb．

Colk“●d by o●ヒ●

剛● o£Oe餌ピピ●“e●■ ni“●オ●1

　　　．

■●’●9●“●A■

Ch●■ic魂1 Co●po●4Uon ⑳ω⌒血“邑
（；肋以e

“」」伽●冶舵●
“●tho6■　‘ Cオ夢8“」 3四ω口ξ ；■・

日●．
ChG臼1e轟1 Po【田01a 8

5脚“r 6rρ・
l
o
・
．

．　α　●

i・・
：▼台
3　γ・

口●●． 4

，

Tot81

0ρtlc■1 ■【OP●rti“ ●h，●1“1 Pxo輿【化1■●

費●1r8ee‘帽 f副“● 8 cρ」σ’ ，

s営持∂白 COXor ’

‘・ 袖’ ”■r←●‘”．”， 」4

o瓦8 ・ o．刀．ρ． ● o“■北り ’

ω”●’●‘“げ α●●7一 8

’1“b問4師 ’ wメ舟垣珂 8

（竃面）

APP●r㎡1x　lPhOCo9’●ρh●，　rlgoτ●●　●od　o患h●ビ■，

Form　B （姦ω

Cod繧 No． “‘舶m1． “n●e 脚o●▲it7 臼■や1●No．

Co11●■恒㎡ bγ D■ヒ■

餌bd● oe OC唱U■r●nc●■ 蝋照ピ・1 P●r●9●m■i●

Ch●■‘G●1 Co霞po●1tloo cヴヒ●1｛』ロt●
：；b旭

禽6■」」－e直帰稔ロ
“●thod■　‘ cオ四白λ 8”8句■　’ ；■．

（b・
α㎜」c■1 Por爾ox■ 8

←
』ρ　．

：
e
．
．

．

o●
i・・

】Y・
： γ　■

口●■． d k d 工

丁吐■1

OPu“1 ■rOP●ピt1●● Phy8▲c●1 PrOP●ピt±●●

co」or ’ Co」o■ ，

2‘斑’2“拾ε朋“ ’ 30耐倉 酬α ♂

勘●」●emp五■● 験 ㌔伽■伽．■．， ’

拘’」㏄t‘v北り ， o臼w‘ eg

”●飾“■ ， c」“閃9●● ’

7．日．”．●

’．”．　■
習⑭‘胴メ叩 カ

」”稔●’●■」 髄‘」●c●‘頒 聯

（童面）

APP●婦1x｛Photo9【●ph潟’

Fiθ・1 鉱邪の壱己1曳ラ“’9こン’ト（旨』ラ挙）． FOY撫A：透『砿物用ノ Foγm　6：不透痢鉱物用
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　B．鉱物ゐ
砿物釦綿目・比して工朗認定の綻先互用・・

ろ・（・ぽしも勧で郁，場合・よ・て・寸

族先も可）

　d．産地
　南極犬陸ヒの授阜地黒・がθ月確1＝され3意1㍉

ぞ窒5だウ危冑易地着《d山脈’奄・火山薯
のタb称五記載寸3。

　D．サンフ・∫レ巻号

鳳則ヒしち纏赤⇔繊サンア・咋
号碑ずすう．

　E．普享寿ヌb・与R日

　主ヒ3牧集着タbおよが年貝日（日b雇）㌔禎己

栽す3．

　百．産択

　現地希パ・〆橡才の肉眼的窪杖養在・1二暖徹鏡

千の働だ等．

　肉θ1裂又rμあ千の鈷i吻r突生蘭係．

　H，イし～16旦疹～

　　久．分祈ゑ：湿式乏ノX《万フ即M琉．を
　　　　　　　　記教’．

　　b．化5：檎造r武　：イヒ惇分祈値を用・，マ嵩ナ

　　　　　　　　算さト」乏イヒ1季楕泣訳．

　　C．　ゲ1祈値：　「司一サ　ン　7・！レ中の1司一磁物

c．蛸粕（αバz），d．光軸角（2Vr）
e、菟］納面（αんP）．ヂ．分散

9つヲ色性

　＜不む日ノ鉱物　　†ラ）γmB．＞

　OL，　　反　自†邑　　　　　　　　　　わ．　　友身†タ真　色十主

　c．及身裸方性　　〆反紺能
e．硬度：ヴィッヵ一ス疲恵（u〃．の

　　　　　研廃硬度（P．H，）

　9・肉師u†
κ．物理1ま自フ荘亀

　α．色　　　　　　6．条i痕色

　C．碩度：毛一ス硬度階（性昆ノ

　d．x度　　　　　e，べき閣
　ヂ、双晶：ヌ聖類と方位

L，付録
　烏写真：野タトの産杖ノ標才撃食ノ顕徹．

　　　　　　鏡9夏痴．
　b・　図表類：フ“ラフノ三角図ノEPMAま良

　　　　　　分柏麟果庇．

・’垣他考繊槻戸メント等．
H．文献
診iし載編丈又d錆褻璽旨等出喫先．

碇の化厚分祈詰菓．組或黒η．データシートの剰固ヒ将辛き旭

　　　　　　葺・不均噴性等は朗Szすう。

工．締島房的デ’り

　久．縮晶る：漸鳥結■θ糸∧穐類．

綻裁模式嫌本（易右・鮪物稗奔あ、ど・び薯片

・研廃片）は，極地研涜祈寸旭与茄呪望に保6

b・窪間群：H・・夙・・仁Mα・a山・ヌ・寸β・hδ・一さ臥ノ痢院惣・ψ祷1吋り試料＾羽甲之時分

輪、の6時によ詰鍼．　e国能酬進に維鰭層理さ嶋の力哩ましり。
C・…刻定ラ∫多：X娘称末回折計ノ単結晶

　　　　　　三まノ粉まカメラくジ亡乙．の穆掲．

d・格騨：メ線データによ描声
B．デー7シートη保イ3と公廟
各石『涜目色争1二応じた記載テ㌧7の相互利甲

数奮†㈱果（含鰭・舵乙が寵進さ切ため，言改デー9シート施堤
　　　　　　　　　　　　研淀所地蜘糎1二踊し，㊨研碗・二宕申望審しu）．

・パ蜘鋤デづ・x緋ま回緒・桔・但・，デー’知。・⑭嚇1男・F・1。勺の
　　　　　　はカメラ乏享に⇔回ηデ保全＾ため，引㊥弔しマ1拍葭研竣勧承

丁．光｝掌柱

一 9（欠ノ強度ノ☆丸の　　話《は引甲丈献ぬβ自礼ザ義務イけら帆ヨ・

＜i医明鉱物　F。怜A．＞

Os． 屈折苧　　　　 b．　複屈才r「（6♪
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c．鉱物記載竹9ロり’作尿

磁縮猷デー7の集納の違郁x兎を判断ら



｝血当な時柚に「南極産鉱物紀載iカ9ロゲ」司

作叙を6行う予更である．

D．z㌧　バンワヒ戯物板

ω分額づ’ドノ③嚇物免ノ（3）産地ノ（ω産瓶ン

（5フ化ヴ組呪（ρ締☆楕ぱ番掩の模帝オ式左

可能と才3旅醐騎3．

どして・ン既一9一に騰さ㌧緬瀦69棚備い・1碑翫鞠千峰で別，
によ3端沫扱からつ紘物梗噺を可能しす㌢犠計画多旨を御理解の上ノ絶大1⇔御協力左切
1く針画セ色める．この場疹パ砿物寂楡方式d　l二願望す5．

イ練，鋤の繊ヂタd，ヂー9’・・フ欄疏，納也綿係硫膚1⇒遺極
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9

施姻確所酋飯り商極彦克石梓本1・ついて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　自石　40竹・欠尚牲乙　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll・島　布膚1・角；木曳　（施エセ川」
　　　白本南ホ躍ヲ目1｛隊（TARεこ）βVこd／まで’1：　 （き）　言己載ヤ！祈「値〃ぺちミ乏…てナ4していづ試料

南砲也蕨がら珠集してき㍗笈石試料IJ，おラ　④　そ4吃，

らく1ゴう八な数量1：川おだろフ。四、らのこdめの試粋撮示甲とβ確弔に天β1劃13・

試料13，あ期聞和ぞII回珠募・田確ここでほ主酬鯛噛幾料｛・つ・て厄〔てい
着の与許1・お却咋のろほ，共固剰用日笑ゼ3．

3形に1て33《世ばえマいく〔’ヨであうう。

こ・に，日ぴ基虎周辺靭初期的な惚雛遠　助江’・　ψ・
・ぐ鴇激た嚇バ叫・試料1言ノbたσ　試料口，行ノ玩ば可データづ午
こヒで1寸ユ度とわて人い3齢碕勺・墳童ηと採集地き，図〃ぐ添えらり↑加フu、ばηら悟・。

ものとなりつつあ3．　これら♪試料予適切プークーテい・ぽ、①才ハジン　の正確つ

謹埋賊・，埠・ず研鰯・歌了3・言繊◎最新・’鰍，③錫。纈・3つ
とバで33体糾に1てお〈ごとは、極他研究機能八苧ボコ小3・　①口孫集者本人の31て

恥童動昧％L3。　　　　和ウ1旧、②・⑧埴書欄題ぴ〉パ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　現！在のと　こ　う1吾6諭輻見ムし　て、｛0しへ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」旦当

旦工　　　　　　　　　者や蹄者1頑鞠・冷此9こと〃嘆聯∂
　極礎研1＝1コ、数年前に岩石資料阜ヵ⑳殼了　ぴあ3。

小，所内ヒ分敵し了いた試料を一皇ト4ス餐了

ることが可脅ε仁な．た。　ここドほ魂在，

3輌～4ρび、ξ，の試料ρ《収あら↓Rてい5．

た部耐）逸石であ3バ，砿轍，楳’ボーツ
ングコア，粉職料も着干石〉ま↓ほてu3。

試料必釆ゾ縫・口・デークづ一ト

試料φ配分＋フいてほ，現みばとぐに’し一

・し1畷ワ跳1い0いパ対琢試料魂在量
疏し“て，麟着咽談して碑して・弓．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　，　①　試料バグィプミソク1・扱わい5ほら
部識4≒　と　し了　づ　ラ　vlし，　7　｛τ採集1セ点図〃ぜ　試料ヤデー　クー　7－　｝　のメィ　ン　テプ　ンスぼ十』

市ら峠う之で，緬的に保歓帽べき一力・・1・Ω試料配●禰観酬力
てあ3パ，こ‘h妻τ口必ずしt満足刊／ruごとはむプかしいヵぐ，あ卸増大す3前に解
7が・ち仁あ，現みこれらの｝諜を行い，幻：賓茶輻見広丁必’字バゐ3，

ユ解駐・・てほ破5・ピ　　　　②試料齢橘観，却賭へ・’醸・
　しかし、」4REで麟し丙鉢魂り終戸ヒよ3だ3う．偏ぺぐ早・醐1・，
れた試料て1耽江酬鵠弓許吻充実・k「臓日録・秘勲して吟・
3試料力四当設み3と考えら↓1し3．　今後．

1謀遮恒パ副軟そうした試料碇杣わり叫緯者刷得・ゴ，しパ，
可を呼乙ピ〃、けづ叱・τみ3。　　　　　　刺用渚の便宜を乃慮Lた試料＾菅理体訓㌶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　えて・パた・・と思う。
　と㌦η　　’「g　ンー　　　つ　　　か

　極地研z療盲，芙印リ用七ぼ了3試料13ぞ
の「かたち、（差鬼，尾1］、イ鉱物粒．砂，ぴ

泥，粉ネ）にかかのら耐※のよう9条1†1・

画合丁袖力とお、
　①　そρ党武の代禾向り9試料
　（2）　コ」ニーフO持微5・もフ試料

　　　　　　　　　　　　　　　　　18
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しうせ　の寿上重力i副庭シスアム

　　i窮i”鷹朗（享大塩鞠）　神詔剋ヲ（国立緬陀功）　植田義夫（水跨却♪

　　日本り南掴民濯惨’こよ，輪閤尼つ勢長ふじラ場令にく∫∨乙、し3セ’埼’ヴ3重〃

官力剰色1才・矛2’戎緬κ脇b坤ノよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　システzりク改「畠、｛ξ，り矛1ぱ、古力軒センプー

り耕杓に僧ろ｝仁・麺姥功と束大渇…埣劫り却づぺ船4●稻っ中11♪多’ミ題3、も寅2セぴち3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。幽L弓楊彰「’τ電力顎㎏（善ウノ2償£二）戸敦サ3亥碗珂賓’こよ　，　「Lん！Zノ『だ一〇κヱ穫fヒ　▽　↓｝船上」

　　　　　　　　　　　　　　こ4寸こ力舞也之・’3θ　テ㌔タ恕茸禎レ区、t竃よワもZ官力封〆吻3た偉廟発さ＋た⇔

誘㌶竪ぎら裂‡碧芦ζ㌻慧監よ‘ζ二警；蠕を晶㌶諸；忽！

　矛25夜触1（季年ノよソ桝氷砂ロメヒ〆のリデL夕※｝硯’時侯印さ也工☆ノ九・’セ膚方

蝋・た・τ、躯動針吐砕9竜・1・じ’↓痴エアコン鳩聯工・・エ・重ヵ榊
パ槻い■’訂3せ楊い1端’砂をW袖時加ぽな苫ツア砂イ4裡
方う☆，にシステ4プ噛主さ4阜養9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電ヲ」方ろ、こづ室とオ＝包剃宙り周’昌ノ∂o

R飽1 Time 一一
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泌うτ7ρノ5¢魚ノ！匂ノアノ・ケー「フ“ル〃“・勅と1

さみエ・ぱ・こ砂一プ吻蚕掴　　 ．。＿。、

謡ラタ∂カしと患・吻rκ♂．

釦’・し3せつ議崎カシ行白　【’1“1“’

つフ・・ツク獅担墳恒山．L
ず多貿剛夕’コば旬直タヤイロ・水干

プラット7オー4ごジマイロコンハ’
ス爺』’枚り7才項4暇つ・ヒは敦置ざw

z・、2勤一オ・蜴r力彦1ンサー・・7・

　　　●哩†

う外7オー4上は幼今3★z’・⑭。
重刻良諭㎏抑船り鱗・り・中心は考3

L・’）エ』“、齢つエン少ンリユ乞＜

1エあ扉包・’〉ミとτ芝味プ3．　L3

せつ㊨を力賀鋪座’3措堪9ジ」宮・ルエ

ンジ’ン司直上’ミカふ・gz㌣，エンジレ

回宥管り嚇“ゼ、章ソ大乏・1・　こク

九り、し〉〈乙の重力賀瀕虐び・‘≠セ気

鵠謙毒簾彗1蕊《驚
浪ちに喰ぽヴ；w，室気凛LLてエ

い・・一・一一一一±r一躍一・・・…一

　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　コロ　　　　　リ　　　　　ロむ　　　　　リ　　　　　　ロ　　　　　ロ　　　　　け

［吟’”坤埠　　　・∴・∵”　㌧‥

里三・〃エμ一6μ工重力許竜‘責・輪博L安滅’2

　あ川工嫡悟脚づ姥剃れ袖つ．
　　Lリカープ：重力姥埠≧籾サの磁虚．

　中つカーフ灯丁力可軍i毫籾サづ賀遡ξ｝値．

　下・っ〃一フ“：　ト、‘リフト’之！｛＞t〆重力飽穎翠ヨ司卿6壌つ

　　　　　　　∠貿紗随．
　　　オ賓韓嬢’θ愛万“・ノ』夢κ『、，網㎏Ul9穆ぢ“・

アコ膓ア゜レツサー毛∫φ志3占」エ・・a　●†力賀　　ノ→8ノ’

剰壷〆り送9七ふ婿私嬢，　　　　　　　　　　　　デ，かヌ’し口ま柳さ

も九オカ坊〕己ぽ紅ヒ借づ才‘ま砺鬼ち吟あユ，こ　也z万・・，テ㌧タの出力ぱ、1ノろす分弓多∫

弼り肺凶7才卜川わド冷よ・い星卿ヂ、栂④綱ち岬・歩柚担ぴ・・碑∂。
を1τ雪㍍‡で！夢蟻㌶茎滝算；．ぴ：1鴛袈㌶㌶裟㌃：磐繍

鷺㌶〃霧忽㍑㌶犠二霧忽ズ懲鱗！柔凝鵡で裂然簿警露

りが・こ4かケ盈いケーフ川レ’τぶ？τ・直亀しつり♂鴨ジタ妙出力端〉ゲ考3。将ネ‘虜之り

蕊；㌘竜龍1藏λ“袖卵咄“在鐸㍍蒜享元㍊籔ん・デ㌔ヌ綱’

　カ＝賀剰宇∫阜喧電カプ㌧タ処硯駿聖』tエ　〃工μ→ρβzセLプー9穆幌匡フ‘4rLの珂安

〃りγθ3聖ミユコエe°ユータ主スヲ句戸あ㍉↓大タ勤、使ま！解の｛はヒし・’

こ芸㍊；こ；1：繍㌶㍑琵；芸乏蒜芦｝㍗ご謡忽㌫蒜琴：羅

い工，ZO彬肥民頃デユアκノフロ㌢げ一チ次　tま力す⇔　修∫∂【η8夕午9クθヲロかS〃θ

ノ，祐41ヲーフρ、あ，断伽プソ工夕一ゼ1銭多よ．　3τ“て・・功3〆・・㌔蘂㈱姪はが歩り遊ン・・〕卿砲録

謬えCκ丁デ写スフ’レづ』ヤ多オ∵Lト当L断ソ、　ダ・づし34しプ乞o

莞ζ濠晶饗宏遭多吾霧二喜雛
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辞棉晋’ふじ”かう試みたスパーカーにょる蹴音波探査

癖％喜一（極地研）

　　」41～ε一2）往統・23復航τ、づ仏杉れ旬べく許斑たか，ポ深の丈芝の匁ブf∂ユコー
ク2ツπ・！Fしム湾砕，アムンゼン湾で妄螺か窃ら佐ろ・づ、ウた．次た、湾内0）葬レ的a在

査を参勘た．　　　　　　　　螂・採明τあ，励7“、7・・芝多ゲけ琢唖
　　ク2ツオ菰ノLム湾才Z汀、氷淵を荏切3　底そ探るぺく渇岸に泣噺ク言た離塩多鶴そ
灼30θ由，㌢勧程o鹿麓z恥オ彪2匂た．場ピつ在。3時向余り、均2ケ鋤oアロフアイレ

≠あっ2彦叫珍ワ勉フアカレσ得φ〃L香かっ　葉弟ハら¢は伶〃“Oハ・／ヂバあっ之、あ♂フ

た芦以坑よノ渇岸κ近し1海域τ“行・た採尼原く’才力ゆ湖覇ぴがら戚つ∫巧・），3の▽弔

作業の話果からう頬才仇たヂフκ、瀦θ基ひ旬）。つの前後〃♂踊あそ義ε功・匂蹴

盤岩が露公LZμφ。　　　　　　　　　　かう取1る♂ク厚辞乏∂，ごひ握覆ああ‘♂乙・右

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刑o、ゼ♂扮希乞断翻態かう永彦．菰大期の
　　7ム〉ゼン湾τ‘61」萌来び」孕くス／P一ウア王レーンど∂Fうψ・30

レ侍の難段働御、。信勇内1・1000
ノηそzZ巴地（Aうフノか姉勿∂二とβ釦今4、

711たの2㌧杉仇そ横堵「4ププロフアイノレを

　　　　　　　　　　　　　　　　じ
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日840基地北西沖あ・よび毛’ソン碁地（オーストラリア）

　　　妨ラ鞠底・刷虫遺骸群糸（予報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多ヰ義即　（声島火・鰭含）
　ノ今、直7報告するフ冨多L4《試孝斗1ま，　筆芳ウぐ／亨79月［　友按佗節（‡て“きよう↓寸ず｝まなく，　両着を含宏シ5じ

ソ遊楠鰺1・宇考放育有・按く咤ス7ワ犬縫骸群奈ピ・疏〃・ら，・力解8斤1・よる大

す出庚ξ却・二洋在中，ソ遠斜考アガデミ’洛”な推錫’ま厳・こ懐4ねば4らないと考え＜・・

浮研究所紡間の7菜、用所サイドヴ宥故後ゲら　b．

肇者緒’φものとの麦梗研免用籔料kして渥曽　前回KATO・百1（博7り⑲〉報肯し丘表乃埠

Zされkl6試4斗のうちの一診7ぐあゐ．　　　　稜物7の彦羊』レla、犬禎ア！分プトテ祭100帆以茨のリ

百』1・iに紺／6ナ臨の広庚試料’ま，すべ。ツオホルム膓考内・・ア膨れ丘迅・て洛。た々’；

てソ連砕氷勧備2ビ考・編ε（／9ゲ6－’∫ク）今回のは3地点とは・ば；斬・・樋制渓ひ；
～二よる弓のて“，その！倉布ぱ索経・24’ゲら／タ0∂719築も900肌以ヌ》（で・あう又め、相補的1く乃斤驚

・・わ丘体向極大匿の涛齢谷…・衆由る．♂姐上・・上せることダで勃であうう．その
メぜ，気⑦・K深祐／04Mザら乗塚3，686♂・二及ん　他♂既報告♂もの工・よび毛’ソン差地坤産群

で、、る．

今国’ち以上・／6綜の句，刷・蕗地衆そ融鰭察蹄千試みる．
青りの3地，気（L・c．下σs．1～3）ヒ紬以東

集kモ，そ・彦糠・ケ布・群集組衣冴徴など；

・最祐近・・毛一ソン基地》わ4地点（L。・．n・5．乳虫個俸・・1伏形の竜の〃・多く

4～7）セ取り上’ザ，イの嵐攻がら模工し久

群集解析とは別’㍉総ゾ之南極海産底生有

　　　　　　　　　　　　　，周循で・あ．

て碑・楓碑度地域雇バのに比べ’＜，“席
栢5し虫1遺骸群菓にっ・，て予際的内庖一セ報告す　満型”価］体ゴ目立っのはまこと‘こ募昧」案“規

る．採泥時・四けゲ硫の諦舶牛埼らウ’て“象ぐ柏．
なく，探度’位」亘尊因∩みであう、叱ちうん

規在行われ《いろような生灸ξ・た殻ε邑ξdし

捌eiL・“1；シαハ4・kp†h・斗sひples
LOC，　NOS，

s．Lα．t， E．Lon Depth
1 　o　　　　o6755 　　　　’37σ25 　　　m／，タ4∫

2 67’30’ 32°25’ 934
3 68°55’ 　　　’24°00 3，243
4 66°55’ 63°05’ ！04
5 66’35’ 63°5－5’ ！87

6 6プ25’ 67°20’ ノ30

7 66φ丁5’ 68θ40’ ／54

曾 63°45’ 76°5’0’ 3，686

9 59°00’ 　　　　’77∂5＾5 ／，241

10 66°／ダ 89°！5ノ 486

川 66°25’ 92°00’ 284

12 65°30’ 　　o　　　　’

／〃ZO ／97

B 65°45！ 〃2θ丁0’ ／82

14 65ρ／5’ ！26°05’ 397
15 67°55’ ！47〃00’ ／05－6

16 67∂20’ ／49θ00’ 656

¶5s

E＞uケe　士　　5αw・pl7帆5　tocα†rorエs

20ε

22
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麗和茅碇個泣巡域り噺責物ヤ1・含3れ5タミノ祓（予報）

イ差々木看肯（重うじ天）　・森脇喜一（極σし御）

婿樟物わア・，販14，堪粉賊｝旨禾励の・洛・一ぽW紗（・タ〃♪・ダ料よソ嬬・．

柏…川つラゼミィb及入ε利弔し鰯嶺斗Wl彬哲う・溺粍態．鱈ε富⑭πり・醐し

々旨紹魂・して，嘘参・θ野で用・沌多紗抽砂舜ぱ肪・・唖助・・∴多
てい｝．し・し，繊・・蹟笏・杁醜桟物・パれL4鴎細え射わ闇題・燗
・塔例浅・・，∫励殉惣れZいな・し連レZ・5・で，鮮．1・閣イる・れ・ほ・議
1コx・・仰ト乙い、　こづ菟サで．、彰緯乏辺ζ或り　論14硯んりしこうて・をタい。

砺祷伽づ・・タミネーン・ン・サな・・L鄭4　Z、いで泉級・ち毒危傷種拘（オリーフ・・庚

パう競螂糾ぴ多．レか・，一恒呼錘∋⇔アミノ畷肩麟系臼醗綜
梅瞭量し〃冷袖て・な・ア○酸・・フい重勝也疹・競れ比鞍イう・，・弼り含種
てU納便撫つ雛θ・ヨ・んど禍れない一W国纏り結ポ巨（佐　ん手，　　／タクρ）・萄・備て・

従・Z，南梼村嚇吻・・ビ楊彦9アξノ酸ある〃＼そ痴・閉し21づ固浄金（鋤毛・，助
がノ奮う・｝しZいるかヒいう二しから亭憂管∫ペン乏・・る　乗シ丁ラ靭く4も占　！，ク9）の診ηづ万・～払であう．

‘得ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．％和瘍｛震L爾追褒L啄う堪積カク・ラ校払芝

　臼⑭縁’・観4．’・5，編ラク湖彫・・趨れアミノ蜘Z，いフ’トフ・ンε昔く！癖
各申1つ脅象しち嚇積均〃烈判く矛！表）1・ついて．つ宏白負楕戚7ミノ疎と4祈り諺管白復揚杖

勧ジ縫、ア・ノ蜘威項搬経．アミ暗鋤るニアミノ勇斑坂・つ一Z・…
全撃要お‘灰Z嬉のク三ノ緩θ甫ψ芒錠助た諏料の闇で14とんビえバ誕功うれな・・（矛Z旬．

純采，戎じ迂〔るような：ヒがうバ明5ヂち組最比つ穴乏い順1∠楊叶るt渓り祷．｝・な‘．

なった。

　ノ．本也磁り現ぜみ陥修積めΨつ旅アミノ

鰐’ゲラ・けミ・量，グ’レコむ・竜
角程系峯彦，砂♀峯重1⑱告々つρ餌己．・’8ノ形

ρ’〃4～¢ク4＞〃／8，　θρ〃∂～∂ρ！ら〃θノ〃．〃～以ク9㌧

“～～4，才％であ♪，　これうり砥laラ奏水瑚彦傷

ん）　！ρ％以上：鍵7，ぬ，ぬ2，∠●軌

』）　3～！ρ％：〃∫，梅．μ4’脇，』’

　　　　　　彦ち」ソε馬ワれノ噴ム・

C）　ノ～3％：〃な，ジ4β刀，・47，〃4．％ε・

」）　／ヅゾλ下：伽’塀・∂ア戸・’傷ぷ，o－4泌δ∫・・

4、　レθ・し，　工託4傾句‘ζ£かプわライ’㌧

箱騎〉お‘久’ア鞄オく河薙坂魂積物りユ～亡づ吾ζ・曜種⇔ナリアξ，ψ8っズ打ゲε迄あ5中性ア

別，－Z，遥筋睡埠勧肪・ぴ青起’壕ミ頑踏乏，徴書砂・しマ9ψ4↑tアミ
貨毒厳堪稜物｛づW較すうヒ％～％，るあさ（才／　ノ或班Wアミノ藪，非蛋＠頃樗戒アミノ販

1⑨ぎラ｛・」づZり痛秩妾象量・2り多ソ才小’レ量毛端扱θしイ♪三角ダ・4アブラ∠、（イ左ん不、

〃・ぢお・よびガネラス浅i頼⇔％負修積物杯多杓・〃ク3）エZぽノWぜ魂竜粥種勒じ鴛匙永河み戒

蜘，〃〃1・それ・④描い・．鷲量・ぴ・繊加〕ほ白鱗坂クミ・勇旨’曳抽ヲ’橘

潅痴わ池イ・・吻’・奏，％比カノトク嫉・Z士¢豊1つ’・・巨ト5時迦）．一オ、剃く

オノ表　訂料
、’糾
Y」4’ρ夕

Y」クーク2

Y〃’∂ノ

Y∂ク’〃～

∀θθ’∂！

R煽一ノ
尺虞吟’3

Y〃－oa
み“一’

x！ク’〃3

　　　　集吻P
　＞　ク、ル；　尿　C　（衣夕、　己’解肩）

耐」ング’レ8タじオ（・　！4〆つ

ランアホプダ」く狩ン「　（・　6ひ句）

ホノ‥レ水用オ（・」’戸）
り8ツォオ・レ向湾c－〃（”　ク？θ＝）

ルちド’」：’つス’ラーネ　（　・　　ノρ⇔）

ルWガづス巧一か《・　、クつ
ラ膓ク．司rフ’ヲ”（」自レ76’1セゆ（　⑨　　　ク肩）

メθ’レフ’メネス‘哨h巨ヨタタt9《　　側L　嘉し　　）

　一レン●㌻ふ）《 促藁L　）

　　　碗　力
蒐ぜ’　傷、均dり一フ及色ダ‘玄．）

　　　　　：

　　　　　：
姫永綱色可種拘θリグ友邑θ厩膓’・り

　　　　　の遣ル柳危・ぢ積ひ（里己シ’叫～噺ナ）
彦紗埠疹貝・峨均（オり一7汲色’埠宣渕）
了匙水鋪め戚ζ　均（抑・プ攻zθ夏〆彰在シレト
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嫡噂種物W顕↑れミノ藪・・ψカ，遣ゐ胡〃滴量，ぶ帆て・弓理窃1つ・Zl場餉ヒ
斯傷種力β1」グ産起膨藻偏雍或畷楕物・2砿僧　こう才明そ勿多。

アミ，破’二i多］ひ・　二のダイ7グ・ラ乙、ムeづr分

％の・さターン1彩皇¶吐寅1フカづφ4疋承の吟向　向’｝い％種η残ηじ閣丁5賓料〃排弗1・ツ

ヒー致し4い。アミノ酸組叡ば、穐地・カサな1・鋤石・れ以工り丘妥140な・〆冷1ヨ
φ砺積鑑砲や，文熊．の特妥性．あ5い1∂堪種舞　の研乳1㌃よつZ考彫1中二さトノ。問題．丘ε解茨

る粒多リィチ給物衝の差まなビによ・）次亘芝・kろ

れめしノ！云えzいる，

　ナ、　ムーイソロインンかう続版任印のi畳社

てΨぷ1乏→し5とカんられる0一アロイソαイ

シンφ吟Zの誠’ 孝物ら怜担れ．％比鰍・・タ乏印骸母藪り含形萄・1足
～ゑρ∠3にZ達イう．二のρ一クロイソロイシ　煮の合祈量⇔丘存剛是．

ンい礪じ徽＠か嚇とほ・・オ1・二今・．　b）き静・，藪量お・ばアミ滅組寅

ヂフラ・ン，レアミノ鰯鄭言・多搬編Sア・乙・治処鍬かン！…）細・
担」，た。後エ醐劇ユとん乞蜻しない工た5給翌ヂノ酸つ庭量．
緯度吐啄の噂種力申1こ壮看白質播叔アミノ畝

。．。1合。1
　　NIlro9●0
　10‘ol　ommOOCI　5
0．1　　　　　　　　1，0

V2‘－03

V27・02

V1い01

VO7－02
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Rkm・1

R㎞一3

F“o・‘

∀12－02

X17・03

10　　　　　50．’・

　　　　ドM’910　　　　　　50

才ノ図南桟経量全ぢ経紀「ひ耐

o 50 100°ム

v24一臼ZZ皿皿匡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡匪ユコ

v27“02〔Z－≡≡E≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡ヨ匝ヨコ

Y”－01－〔＝＝コYO7－。2｝E≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡■＝工＝コ
v°‘’01一ヨ≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡【ココ

nk耐一≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡夏＝ロ

輪一3－：ユコ
v12“02－≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡ヨ■＝］
x17’°3

　ニゆ　ヒ　　　　　　い　マねし　　　　　　　　　ゆルガむだ　

　　才z図　7ミノ祓組域

r㊦く，千・・鵬ぽるようなオ‘偏祐訂レ？

い乏たい、左えτい5．

　叫駕毛量

傷殊⑰リゲ柏1・おい之そ桟竃夕系つψ大ε

　　　　　　　　　　　．　あ’よぴ・廟1残態．’誓

・）告初亥給｛噺†の痴桟物
藻劾，ξ姦，オの犯っ酌穆つ望抱体（タk京ア

つz⑳¢含む）ヤっ有残⑰り是†．

矛3図　仇ザ朗一β4．4一λ44プ存グ＞A

　な方，　アミノ祓わ’よグアごノ㈱ユ，　∠規足

・勃鰍解後、ア・・・一ラバ府脚栢で・兇
違レ，戸ミノ吸白動θ狛桟」ερムー丁・4∂で・足量

・た．恒．耐法繍と纏系・多’鋤〃・
一 ブー〃ア《望ε用いzψ’めた。
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14

　　　　　　　　　白嶺丸によ5ロス海の硫1噸右踏結果

　　　　　　　　　　　一養1プ了・工亡磁気・ヒート7［］～一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ丘入和天　　　　（　匠≡］三由1閑発｝乏fオ苛　τ1　ン　’ヲ　ー　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厄原丈雫・」二嶋正人　（世領舗査所）

1．、享じめに　　　　　　　　　　　　　　　　　港か⊃期悶中厘続z“循フ「三．

　后油公団τは、時知5η咋い月2r日か5日日ズ1コ　重↑1値1よンドニーによ・いτ較正とし、71、

58年3月1、日工での、。ヨ日臥直商産業省育一工了異常鴫膚、ふ1q～咽∩勤☆によ5E。
源工和L㌣一斤か5の委託z倒†乙、南極ロ　ヌ、丁・一丁㌧黙、ざ｝赫嘘度εLc3含匂、
ス海及バデユモンデユアピ1レ温5㍉一都∩遠底1巴殻∩変度左2鰺η射c“3とL乙求めた。

基醍肥寧㌔査Σ実施した．　　　　　　　　　　第2図にはロス三毎の7q一工了要常ε、第
　も閤査団、ま厄三由公団（ハ1覆か工」業‡乏鴛〒r冠1巴噴言周　3図に｛ふ〒”ユモンデュyビIL：毎のフ11一工了

査添、乞の他のメン川一1二よ1｝横歳工九た。

　全も囚1査Eヨ散、二はEヨ本から（「へ往f夏岳礼か名工才し

τおパ雫際∩領査店原則とL乙轍言c・°以
南（rl》岳1或・ηrタ1象、1こさ二茅し．　［ユ　スジ繭で23　El闇，　〒”

ユモン〒“ユ了ヒ“1し三18て“い日聞（n6t34日悶であ

る。

　算1図、二、ふフ「一ス、、ラ川丁．ニユージーラ

ンドよ、1の往復甜L2［宮t全｛硫跡芝ヌ、してある。

　調査給には笠属鉱芙事業田の「白嶺寛」之

倖．用L、：穴に座〔る6頂目の調査乏術フた。

　①、マ、し十十vネ止反射法世預探査

　◎、屈旅法雄言探査

　？．重力探査

　④、磁気探査

　㊦ヒート了ロー測定
　④、∫条泥

ユ、調査λ既要

1）．重h裸査

　重n測定1よ白嶺丸塔載のラコス丁社∩船工
重n吉†芝f吏｝刊し、　才　一　ヌ、ト　ラ　日　了　爪シ　ド’二

異洋芝乞ホど叡示Lた．

麟．

　l　　　i　　＜∋‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

sノ略　　　　　　　・±

　　　　　。。，，．＿・苗一1右「「膏

1　↓　　　　　　～］・．　　　．

1　　　　　・　　　　　l

l　l　レ寧1　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ‘

　　　ー
　　　　！
「

L＿一・
l
l　　　　　　　　　’
1　　　　　　　　！
・　　　　　　　1
［　　　　　　　　1

　　　　ノ
1壕3図i

1ぬ㌻》一一一『一・～」

　　　　‥」

2）、磁気‡栗査

世磁ノ気測定にはソλメトllソ7ス社の7しロ

トン石紘刀計五便用L「三．

　第午図1二は、1（iRFICi、引二罫1）土拍た、調査

一 　三岳t或主域に亙5毘磁気実・常己示LE“
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3、さ鼠亙結果祁t勇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）、　1コス三岳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここτ“1きロス三毎とは南糸8〕2c以南の水⊃突力川C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（に州ノ経度ぶ1）洩い辞分のことど言う、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕ス三岳介やには子要7舷ハ㌦、nkやレめイnづ1“んwe～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56、v方向に並∧τ’いろ（∩カ1・，〈｝ト⊃れう〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂力フll一工了異悼は全体白勺にqイ丁ス10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呵いば呈葭介1ベイ了スx昌ち　一見無傾向ぢ分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　布盧え、5ように）忍キ）爪る力1、，、詳しく見5ピ穴L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肋に対応L乙い5ことヒ矛）！づ1う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一方、重打フ＾－7㌧実常1專全体的に15、1ギぜ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロで’あ5、

3〕、いト70一測定　　　　　　　晒旋渓常は、訴玉・む為．鞭幅か茄‘麻L人
ヒート71〕一倒1舳ユ・籠Kど便肌下z協5ご脈は2・Clk・戒一夕にの顕着唇ヒ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔∩オpあ1），エら1二もfしく見5と、二（n長ミ‖i長

　q）、　ピストンコ了ラー聖　　　　　　　　　6へ異常、こ、埠句誌力ド10011丁禾え1哀、三取長ノ1ド琴叉10k州

　　珠ミ匠暗∩タト側に3～も個の七ン1†一友取程葭の異悌か乞手弟乙、、う二乙かあ！ヲ1う．

　、、付／†て　珠〕に乙固崎にtヒ三i量勾配乏測5モ　　討7f、も固査ま己果介弟から乙“モ、1セ磁気異米

　∩で、大水深の軟堆積物τ’∫㍉禦1定に僚，た。に．醐wづうE方伺のイ頃向ど見い出亡う、二糸は

　b）、フし1コーア1里　　　　　　　　　　　　　 L也肋∩トLンドと1香異ちうか・．］巴霊探査∩結

　　Cケの℃ン昨一芝1丸蔵Lたブ［］一アてゴじ果から椎定こ爪うN－5方向の2フの拓がh（∩

　三亘勾配～デ則5、瞭堆頼キ勿での測定か可能だ’影習かt知糸な1）、

　か・．榛IEと固日3に行えない、　　　　　　　　又、この子うな賓洋か三毎三￥底砿天にイ警ちラ

　今年度1ふ亡‘入トンコ了ヲー堅］ひゴ、患，7‘ロ　モので’あ5と事5司驚柱1苫惰乙ら爪方1）．

図芽は果工
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　亡ト7・コーほ、喧質の慣肋うLし藪剛二

珠）三函1女に集恒Zしξ・E。

　　　　　ム　＼、弓’㌧キXモニ1●ヒート71コー～！ノ㊦し］こ1、ろカ1，・、

水三ま加くαバ譲ぶ覧いのでりkミ鍍動∩；理民

左スβロノいぎ’な⊃方“た“うフ、
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2）、ロス遠入口辞　　　　　　　　　令7∩調査τ1ま南磁極点∩ごく近く互直直
　こ二1δ甑G千k・A“t蝋tic　Ridgeにイ樋す　人乙ふパ、量犬6r6。。¶T∩全磁力値左観測L

5千rαc†“re｝ooe群〔ハ中であリ、榔一5E方向　た。

に厘⊃な5麺山引箸Z“複雑なt也砂之万・しτい　　1こ一ト7ロ『1δ深遠蔭で1点、コン十ネン

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9｝LライズZ“1点、コン今ネンタ1しス1〕一フc

　重力7、｝一工ア果1串、ま二の〕短］或に∂～・い乙も　で1点（ハ吉↑3点Xj測フ仁。

マイすス、O価3ひし程度dMV4了ス差‡きフ乙、、る

加、世肋との対応柱は良y、。

　tセ磁気異常は派幅かヌ）OwT経蔑て“三仮長か教

、0杉m（∩規則正しいモの加升⊃オL、二乃1δ明5

ノう川二通ミ警硅↓広大1二｛半なラモニのて・あ5も

　一ち、ヒート7ローほ異常に世い値X示L
乙恭1）、二∩原因は正確に1さあイ、らないか、

昏o（七u恒2四ヒ∩影響力、セxn九彦い．

3）　、　　テ’、　．ユ」　「ニ　ン　了“　ユ　　ヲ　ヒ’1しji毎

　二●通域（ハ言固査1よロス遠入口の閑氷時期之

宿つ闇にそ↑キ）才tたモのZ＼今午度二の面側の
言固査か実施工糸う。

　重寸1フ‘1一工了異1常、よ⊂1ス三苗と同符a二全体

的方負（ハ／V4アス左口）乙い百、しオ、　L乞の

大至主1さ木深4じoo憎付遼2z境界1二して、遍詳

側加コイす入数mうol，大睦イ則1ふマイ†入IO州

3引大呈序とはフ主、）と区91に九る．

　六き造か⊃大睦湘nl二向ラミ則線に見ラ爪う重

力フ日一工了畏悼、アーゲー蓑鴬は、大西三警

叉マージンに見ら爪5主①乙よくイ1スZい5．

　1t肋Lフ1、一工了巽洋、世驚探亙か5党定

舗5協節愉布と7＋エア累常との対
心t見⊃熟る。

　世磁気異洋時全僻的に川±く、数四師TユW下

で、」～う，

　遍ヨ恒栖共に伴なうと恩われう1ヒ磁気異洋

1さ、木茨400C憎付巴τ’当滅し、どホぶ、1薩側て“

1き1寺フ芒りしあ1）二とか’，この三麺1或刀1・世磁気

平担帯じ言あ爪ξ｝所⊥入であうう。

　深遍匠τはか彦1）1笥“値五オ、L乙おり、他

∩ユ点は平国よ1｝やヤ高y、値であう、
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15

　　白顔μ・吋るロズψめ渇底セ質調査品果

　　一友射玖史蜜培亙濠〆屋折Z麺衷蘇査一

β・描彦　金田義行（廊畝固）ノ横倉働申・中坪直己（地欝剤査所）

タタ田正明（地榊駒総合研宛所）

戸ラ由仏田ぞ1よ　昭知玄μ湊仁ロス翅βバプ

ユ1シンヂニ1．ア乙’ル劾Fホ・llて忽底超勇銅歯乙

難‘嚇遠晶2纏幕竃纒竃

為癖四矯婦匡れし麺〔ろ．

／、罐縦
　〔り　反紘廼震燦査

胸竃蒜『㌍望㌍㍊彪誘
の記録乙略した。

　旬夙稲地纏
　　ソノブイLエアガし酸剤し，反舷

纏鶏誌鶴警⊆纂託三伊惨

2’ 竪欝巌齢嫉ぱ酬乞之リ

》製籔翻疑㍑霧
　み西紬／∠ら多り翻にあθ・

T4］

　　　　　　　　，‘1勇際図

　この為域の藩底地形1富軽彦／ノo凄五蔓

堺Lしマ酬τ比蜘砥・・リツジ（操
／垣噺諺）鴻ヒ南の力向性乏示し、面
刷1・フ川で寸北其東一南南面めオ向偉ぴ

フ庫倒に比ぺて商・・ソッジ（高さ300嚇凄

）雄梱上に有碑る。

遜㌶ピ騒魏魏舞罐竃1訪
境界垣苧ぱ趣彰肉Fロス淘か5ウエッ〒’ル

璽讃罐i壇整葺蕊㍑鷺：

∋、ロス綱飾釆雛
　　今醐調査旅課繊・2・彦1調う

泡広桓ピ）ニケゴぷる柏隻玩ヲ
o
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白嶺丸によ5南砲周辺漉洋礎貿調査航遍（TH92－1．ロズ海及てcデエ

モ〉デユアピκ潅戚）で得；功た柱状雄積物つ残留穣気．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上嶋正人・梶木・允k
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r－怜・質禍査戸h）（イ油開憂授葡セレタ⊃
’

1782年”月2ヲ8－’98う〃
∠十　3　月　　／　”E〕　ま　て’つ　．　名　～由〃こ団’：　よ　三～　角才豪地．

域石抽塾硬τ鎖調査1冷け5力複太9白槌（
TH5》2－∫）．にキ、、て、．デユτつデュアヒニ

κ海戚tん3味，ロヌ渇入口でZ踏リビイトン

コTラ1・・3．和断種鋼X斗ぽ取｛た．

さ5仁0ス，診リヤτば．ゲラヒ’ティコアヲ（

丈1コそ1豹／6乙仇）によリθ才のオ主｝H’ぱ籍栃

気粁Σ殊耳ヨしてll　3．　こ7貨sリオ1ηκ修穫物

試料につ・，て　コ了ラ内袈うインナーチュー

ブごとユっ割ソにした断侮オ5ユ‘フ句メz微
、2‘碗゜）立ち∠アー…ズ芝ズコ、ララーフ唱ーで’／0

コつなげ仁栽判ラース1ミピ1達読的｛二磁性治

オ吊旙稲ぴ試袖｝袴釈（・た．　2（仇立方・・小

ケースσ弗Lτはイの‡峯（2陥仇老牽・、
ゼ）板王出｛τ5ノド｛～ご「’二）入3ケーヌ伎

（ま、、．ビニーκテーアで養）て競燥ε防メL

ヲ⊃’よ’うに｛た．㌘馬奮菅丁ぽカ・ターkよソ

ヌコ・呼ラーブぞ胡制1て．i循ブっ剛皇丁乏

多F＞1：L．SCTr社うH典C－’B帆Σ
ハ測皇εイ了・た、個4う弐増h、いて全て漫7

定丁5乙家i気酒詫τ有めて8孤つコフで厚わ
了oooり日？定オ※事に方3オ、今回は大さ

啓夏刺ズ苦ハ丁2個以Eて夕化オ幽3と考え
「〔2っよ’まに5珂定、女’恒郁姦魯り再潮皇臼1

・た，辮1‥1、て鮮万雛ε⇔．
　夙1は今回う網査つ含体薗て　団2－1ノ

ユ、sは冬コアリ位置εぶ〕紘ス留丁ある．

剃皇4ξ果のづ升てして　回3－｛．2．、3に3
ノトつコアつ婆㌢・励工ヌす．焔田中う左靖傷，

鷲霊認弘，撫雛漂露
比旬ぎ1t帯磁｛1・13ピ仮定tて、、う）、右端
1‡2ウレノc∫訪」　（　rズ　角　）　「τ　あ　5　．　イメご角　“　）　1，　－t

l工自鉾60◆ψくとあって負rよ向ま）り∂・

存q1丈ミな絢度芝，至し1“る．
　し　ガ　し　　　こ必　～　o　コア・⑳　中に　’τ　オ存　リり　多6

雇丁，了イスラフト1こど5ど原十Z’t3大きなアレ

～’1綿づバ、マエツ、⇔にほ・み頬（阜
り窃ftオ向t大まくまイヒ75弐荊方有在プう

’ 60“

6『 図2－1 PC3 1’

　陀30，5
アゴ巳ンア 了c’t．　

　
濾
域
会
6
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・
・
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誓
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’
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f…りvラヒ’アイコアラにょうタ豆ノ～・t）れ～

2拒橿）絃状試料時・曙しし・。

窟1鋤皇用の試粁（‥“て壕×観學

躯とパ伽り試鞠○・て、謙9
影響ノfなuおごプカ調ぺろ拠夢力・あ3

●

歯3－2

31



17

白・勘に桔日ズ海の海健嘆調査繰
　　　　　　　　　　　泡舷堆積物及び露岩

　　中4（　勝・弓左蕗｛俊二・磯抑人ノミ（石油公団）

葉重董ロ来尼（タト務省　在ボストン藤i領皐食彦付・

4遠症堆積物の採取
（D採取

　今回の言同査によ　3採泥、点数は16膚、で，　ヒ。

《トンコアが6点1グラビティコアが9点，

スミスマッ．キン9コヤ型グラブ．が］点であ

った。採取地点一よ，デュモンデュアビル海

でヒ゜ストンコアε3点（Pc－301，302，303）、ス

ミスマッキンタイア璽グラブを1点（SM－301）

の採泥を実施した．またロス淘λ口では．

ヒ゜ストンコアを2点（PC－304，304A）、［〕ス泡内

では、ピストンコア1点、（PC－305）、グラビ〒

イコア9点（G－301－－309）を採取した。

　ピストンコア・グラビディコア・スミス
マソキンタイァ璽グラブにより揖取した堆

積物についζ、スミアスライド’宥椴4自瓦

ぴ微ヒ石分祈用’未宜度分机「用サンプリング
と’

li訊’雫チに言Z載七了テ＞　7三。　SM－301　で｝よ、　湖力覧

力xラによ3撮影も更施した．（伍勘こっ

いては第］図参照）

（2）養見票歪吉果

　ピストンコア・グラビアィコア・スミス

マッキンクイア里プラブによる言周査枯果左

第1表に示1「。

　有田正実（鉋嘆鯛査桁）

ウ・ズホつレ淘浮研貸汁）

ST－1，PC－3・・560・・回収．上郁）ま⊥ight　y。・・。・一一

〇1ive　yellowの］i圭，藁及び方散虫軟ヲ邑が」季越し，

下杏Fはblacki8h　broぬの薄【、イ医王ま「貰シノしト『貞

砂の挾みヒ、亜規の∪・塩を合む。1iv。　y・11・w

の低珪質シルトよリ成δ。

ST－2，PC－302755cm回収。　コア▲体が01ive　green

－－
dark　greenの淘剰トスピキュラー殼を含む珪

藻及び方散曳軟泥ヒ、湖綿スピ千ユラー殻

互含む低珪質シルトより成3．

ST．6，PC．3・3651。m回収．数杖の・・gh・g・ayの低

王圭質　シノレト　「奥砂層　．　艮　び洛癌串スヒ三キ　ュプ　ー

殻．殊（細碑～中孫）五捧む9。。yi、h。、ive

の珪藻及が力散虫琶舎む葺賀シルトより成

る。

ST．7，PC．304651。m回収．玄武岩擦（甲ぴ）、

遠未皐スピキュラー殻、小疎Σ挾む1ight　brown

唖藻旦が方散虫詩む伍珪質シルトより

威3．

ST－7A，PC－304A　ほ1ぎ1司｛辻置にてコアリングを

イアった．こ4t）まPC－304ビり地彊t熱》記量f直が

　　　　　LEGEND
●　PC；Piston　Coτers

▲　G　；Gravity　Corers

◎D；Dエedges

Φ　SH；Smith－Mclntyre

　　　spring－10ading　grab忌

　　　第1図
泡底堆積・物笈〆露．岩採取地点、
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低か，たため．角度更施した。

ST＿8，PG30579cm厘い収．最上郡に石素（‘田石乗～

午碑）£令むyellowish　brown－－gray・のシルト

・砂互層より成3。

ST＿9，G＿301166cm回丸。碑（租倭～中碑）を

含む。1i。。　g。ay－－1ight　g・ayのシルト・砂が卓

越し、　≡基広音F｝まシルト「賃万ヅよリ成3．

ST．10，G．302100。m回収．上部はb。。諏i。h　g・ay

のシルトが認められ3ガ、下薔～に向うに従．

い碑ほ曄～中石秦）抽む、igh，9・ayの砂質
シル　ト　よ　り　成　さ　．

ST－11，G－303141c皿回収。上辞に石乗（細篠～中

石来♪左合む1ight　gray〃）シルトゴ認められ3

が、下書F［ま碑（緬礫～中石乗）］三含む　01ive

gray－・ight　grayの獅質シノレトよリ成3．

ST－12，G－30475cm回収。上苔戸に1ight　grayのシ

ノレトが言忍め5λれ、　下書Fは石秦（‡凪礫～中ψき’）

を舎む01ive－－1ight　grayσ）右！ア質シノレト～シル

ト質・砂よリ戌3．

ST－13，G－305178cln回収。上羊評1穗珪藻を令む

1ight　grayのシ，しトが随所に石棄（釆田石栗～申石来

）玉干夜むが、ンノしトよリ下ちFでは・碑「（患田る索

～ 和剰£含む1ight　g・ayの砂質シルトよド

リ成3。

ST－14，G－306　core　catcher　lこのみ回収。

ST．・5，G．30756。m回収．上部は遍綿スピ午ユ

ラー鰻、王圭藻、方撤虫ε含む1igh・greeni・h

grayのシルト、下部は碑くま凪堺～中碑つε

含むdark　greeni。h　g．ayの砂．あ3・・は癌藁

左含むシルトより威3。

ST－16，G－308166cm回収。上部1穗珪藻乞含む

1ight＿＿dark　greeni8h　grayのンルト、下曹に伺

・、碑（細碑～申碑）ま冶τ1igh・8rayの砂質

シノレト　よ　リ成3　。

ST－17，G＿30960cm回取。上評な1ight　greenish

9。ayのシルト」評1・向・・疎（ま田礫叶碑

）芝含L、d。。kg。。yのシルト質砂底いレ砂質

シノレトよリλ茂3。

ST－4，SM＿301　　1ight　yellow－－01ive　yellowの王圭

藻軟泥艮が低珪質シルトが採取tれた。
海痘カパラては、種々の生物ガ言忍められた。

2露岩の採取
（り採取

　今回の訓査によ3株取点数は3点で、デ
ニLモンデュアビル海で2点（D＿301，302）、1コス

海λ口で1点（D＿303）左採取した。

（2）観象釆吉果

　ドレツジによ」調査糸課を箸1未に示玄

、T．3，。．3・・天殊の岩石横館Uよ．堆積岩30

拓，火成岩35％，変成岩部％一砂岩、4

▽一ト，云武岩，花南岩，斑オい・岩，紅晶

肩岩、片廟岩等であさ。これう殊ピ含む粘

工噴シルトが採取±れた。

ST．5，D．302ズ碑・岩石禰成民｝よ、堆積岩24

％，火麟63％，変成引3％一石ケ芳／泥
岩豆層、員岩、石灰岩、赤邑石ナ岩、昏且、岩

玄式岩．アアラfト，荒歯岩，斑」い端、

諦晶片箔，角閃岩写ごあ5。こ甫1・うの他、

墳積基垂置し‡産定±れ．5甲5梨ξい（ノ亡・石雫サ｝

ズの泥若と石反質ノジュール2ド珠取t八た。

更に　こ・り屯点で1よ力L邑サンご王捺取三・い

た。
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、

〉

　今後　，　以上　の名種言武こ資料　の　分莉左　進　わ　、

れ5に基ブいて，南極デュ毛ンデュアビル
ぐ

域βぴロ又海域におワ3把質警句被討毫行
了定であ3。

堆ノ積岩

岩砂
　
’

、

つ論鋤

ST－18，b．303　犬礫の指石構庖乙｝よ、

25％，りこ・成岩58％，変戌岩1「τ％，一

員岩，安比1岩，玄武岩，花嵐岩類，

岩写であ3。
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南暮大ぴ中」ぜ比痩話勧伊低、、か

谷　施史　・　ハ1崎　一朗

　　（畠ム夫）

地球よ（ぷ十教枚のプレートと呼ばれゐ、　プレート・絶付虚良と匂転【・‘朽地表。回

移動寸る剛体o板で荻われていると方礼Cれ転正貫セ海膓キヂレート内培須α蒋堵頻友とq
τいる。ナ也震の｛まヒん2ピづべて1ユフ゜レートど　互いい正α才目’掲6×ある・

うし・境聯和粕封る八僅・w・・らプレ　南極7・レート内却t魂蜘・パ・吟（Lf
一　ト内老6で整1圭す　る歩也猴ボあハ、　こ朽〕』プレ　　｝夜パ商碑コ度1こ位琶し、　7°し一　ト戊ホ色対蔓匡序ε

一 ト内地震と呼んτいる．牽着ら・殉究対象匂輪ミ1キうw表α田転翼／隻②1㍉丁・∨小さいこ

は、プレート内地演。うち特1て海洋辞ひ港陸　じび勧いζいらびでふろう・

づる海ラキアし一ト内地嫁である，

　今回1エU，£．q．β．の地鬼データ・フアづ

ノレ（E・D．下⊃〔ら1963～19ヲハ坪1・起こ。f・海

洋アレート内弛膚遷ぴ琳し、デーハし7
用いrこ。

海シキプレート内叱蕨・分λヤほ、中・低緯度

蛇威1・タタ・、南極や北施地す・ば南さ幻賊砿

iこU少ないいつ顕秀ぴ特欺竹ぺあゐ．等方ら

ほこO専テ宍しこラ主目し、海・ジ｝プレート内地．衆の

約域鯨ヒプレート。帖対遮戊、および匂転
ヒよう地球表面。回j巨遮友靴ヒつ・・z相閃関

係㌔調べτ・．

　太平膓キプレート、インドプレート「∫ど緯対

遮）㌔蓮一プ‥トほ、中・修敵1・あハ，

南極プし一ト・ユーラシアつ゜レートぴど糸色対

蓮厳・遅・プレート嫡緋月〔｛・あろよう1・見

之る。（Mi繍er£50rJa・り1980参照）。旋。

て、フσレート⑦絶対艶プ賓と海㌧十つ゜レートr司地

張o終膨頻庫とぽ正の相関がみると堆測さ匹

る・＼こい奄示しτ・∩・い司工て“ある．これU

十杖②プし一い・っい之絶対速友。ぶおま・・

ぴ平均1直と単｝立面、複当ハ0洛曳頻疲じと、rこ

ものひふる．砿線｛τ幸d・自家近似でボパ・直

稗rある。お甚わ・｛こ緯村遼反バ大きい程、

唇、‡頻庸ロベ高いと・づこい這丸そ）～・ある．

　一方斑妹・匂恥白キう砺〔・回恥速力日

躯1主頻戊。蘭係し示しr・仇・べ図2で友る。ご

れほ緯度門戊間隔ごとじ卑地面積当フ。陪匿

頻蔑と平坪ひ回転速序cと。τ・もqrあ3。

回転亜疲わ∨大きい程、寸τ〆わち赤道‘こ近い程

洛生瀕度・鴫激1・工軒こ‥湖・’る．
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南極エレ1は山のパ82一け83辱のナ纏茸動

　　　　植丈　貞人　　　罵場　めぐみ
　　　　（東北戊い裡）　（千葉プい裡）

　　肋南極1・鳩のエしノベス丈⊥で、！9
82．～’8　3　左ト1ニイ〒1　たま也覆着見秦1の概要玉孝艮告

すろ。

　n804に新蟄され、W後増設さ餌壬テ　1瓢
し）く一タ観劇点、6点、は．ム頂ぷ長期闇欠剰し

五4芭は、可，8q竃除き順調に徽勧し†ミ。ま　1。。

寸：、『点の臨時鰻剰惹、バ／9θ2句ノ’月～
／2、芦司1＝ウ、1†了鮎三75－o日｝「凸4疲勧し1三．

　／今矛之毎『月ヂ‘’83年ユ月の巡震話動

は．山劇、らづ品約1。kMの娯噺、惹（鋤。t七

Peak・旭B）ヒ釦†3日9幌霞r動姥垣ヒ
1日乎均マ。～音。回で・こ叔までの紺渓ヒ

囹じようにほ1ず2．●目を周期として増鋪ε繰

稗沼　繊　　 小ム’脱部
（極地司）　　（東大・震禰）

HOURLY　NUMBER　OF　EARTHQUAKES

　　　　AND　DURATION　OF　TREMOR
　　　October　7．9，1982

　　　　　　　　　　．＿＿二讐〉一
　　　　　　　　　　　＼＿15，，RMIT，、．，、グ

回2　地tの時間零・1頻復分布

り返了頑伺がある。電喪働序（図1）をみる殼発陀電は禿岩司中のマ●マの話動しは壱樟

と嫡（・刷と鵬・二・・麟謀中し関連袴・・と搬さ屑．凌弛鴫曜
マいる。祖B狗足の話動は．1982勾｝o月煮は、ム頂かタ舶lok悔超柑た随B付辻の事
8日2崎b文鋸偽ユリ、約30喝間緑‘・表が抜ok輪か；セの下lok帆コでに盈十してい
畏初の”。崎閉内1・紡7劇の地覆が竃こ。夫礼ミφ群発地亀の袴釦鵬ま。マカ・タ刷。

（図2）・この蒔期り撒妓1・耽、壬叡話碕闇、ABBヒH・・の2点で・鮪が観寿1袖玉。
勧の変化ポ電誕されマいないこヒかξ，ミの　この時舶、ロ《畠周逗の寿は坤合言でツkkよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し）震わ叔了お・♪，働ウv碇ラ良1＝よる
　　　　　　September　13，1982－January　24，1983　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主のとは考え3れず、）ヒd亀惟微勧と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考え蜘る。こ如凱群発定霞とマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ・’マの4動との関逗を示唆一する毛の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であるバr群発地霞がマケマの紡動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＝よっマ亮生しち毛のヵ＼電霞看島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ引金となリマゲマの運必が励起さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れプ…宅のカ、θ叫タカ、でない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火o抱舅1：舌ける杷震培動は、鳴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老詔『ヒ吃⑳下のマケマ1二関連し壬魂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動で協る．ム頂の観撫、ゲ像重力した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’音之巳は伺末かも1コ，D音1～’82

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年の観遭ハ1で報借でれ壬書震左イ学今真

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爆発地震ヵ㊦、今回の覆劃で・t，ほ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＝牧回ρ零‘レ合で・蟄あられ仁．

←図1震央分牢
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南極工レバス、山り】酬也震」二つい1

　　　　　　　鳥場　めぐみ　　　秒翅　克俘　　　戎谷先雄

　　　　　　　（千葉大・珪）　　（極地研）　　　（極他研）

　　エレバスムヒお、・マは．lq80毎12　　1『81毎12RかS．山頂の主火ロ伍に
月がら硯在ヒ至るまで砲復慨劇バ続けられて味低周痕壱戒のセンサーポ殺置さ糺火o
、’ る。今までの解析結釆Lク、ら、ム准ト内ではヲ告内の噸土話勧の際の音戒を画8己錬し了いる．’こ

格なナ也霞ヲ4「動ヵY起こって、・ることカVわカ、弓て　の：告ラ皮．の戚形ヵ、ら．舩調也震は2つのタイフ．

べる。　㎏のうち、主に噴火もイ牛っ1火ロ簡立L　に分・類でさる●　1つは、　lOH江が；そ“ノ人

で走三こる爆剤～地霜Lについマ報」吉寸る。　　　　上の｝L瞭嵐的3ら周戒のタイ7・であリ，・もう1っ

　エしκ久山の爆粍は．山頂の内側）ヒロにあ　は．lH芝力、らそ叔吹下の低周疲タイアであ
る瘍力4月の司］2Lの火3しより起こっている．》容　る。

岩瑚dl972剤2餌、来今aコです・と
為在して、・る．ム頂付迩での観書1・よれば’、

爆発に梓の1時々番宕片バ頃出している．

December　24，1982－January　23，1983

W

1肝

ABB
口

77030’S
0
8。

o

HOO
口

o

O　o　o

薦
EREo

♂
o

0 5 10

Km
S

　こ奴らの昔笈主件っ女地霞は、1日平㊥8

回燈良両タイ7畔嫡割合で糎こる。しヵ・
し．地霞波の振1セ1ま高周波タノイフ．か「大きいも

　　　　の力吻く1従。て山腹の鰯憶で
　　　　も地霞衰の明暗1二記特ミれマいるも

　　　　のが勿い。

　　　　　これらのづ也震．についマ、習L茗原決定

　　　　乏行弓了み仁．霊央Lは、火ロの周｛盈

　　　　λk⑯内外に商づし方旬ト長．く分存し
　　　　〆【いる。ま†：、霜Li蔀の…采さ分ス予1ま，

　　　　メこロん寸蛍Lから山ゴ6直下紬1十　k伽Lまゴ

　　　　の範囲にπLられ，そ叔☆り課く仁な
E

B日M

売…こら屯、、、。

　山頑の観劃烹の他霞戒形左見ると

明瞭な初勧旬分1・続s．セれ別周
湘の短い波〃べ統く。この短周期の荻

り到達時刻は、箸装の4れL馴ズー
孜寸る。　このことク、ら，ナ包需1ヵ∨ある

ラ果さで・起こり、その霞」勧力、’火ロ1＝伝

わソ、噴火規象左砕うもの百．爆捲

地蔑と誰定きKる。

167°E

爆発地農の農源分布

　　上：霞央図

　下：東西断面図
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工しパス火山り噴火聞煽⑳物理的解］穴

下鮒漸・歎新・解研∫デ・繊叶肌鋤・・ビク川猷ウ・ソル

　　1・～『reと）（ん∫メ（よの噴火の符了荻とo貢丈時　れ7t」6カ∴直樟観牢い∫れ’れ干’：」’・7

闇間隔　　　　　　　　　　　　　　　　そめP貢丈の膓翻男や音響の状能ム・よ童）七了r：

ど・・ぬ砿丁敢ロ卿／済岩溺埴噸’瀦池／タσ中・5／タ7砕1・…ア印
察～れr：力ほ／97Z与ブあワ・頂狂Z“毛rどみ　刀・r6グ抗大1π（κ兜〆2’／ア8～）・噴）（

航r3こと・判・7・ぽ・／972手パ・閉馳・献のメ刀・ズ4醜へう上τ‘評〃

97坤れ頑加頂・ほ坤在1糠紅アづぽ鋤で橘蜘寸デづ乏宕パ
～き⑪rこ回む〔ば／日ド2－5回才鍍で’あ・／こ　⑳と　｛z・／タ83子／メ1～3／尋〃）↓ム頂い克1ア

（K必　zτ2’／タ82）。〔o・［　’・］・才　川り貢火や　　6祝履とイ　ン　フうrウ　ント⇔♂両『〔4董〃・うP貢火

享膿・中噸畑湖ぱ和’・’頑・／タ7タ／～服七1旧？⑳，献♂聯澗煽測定げ〔
80かう焔つFIMξs∫1：∫る爾‘測IJラリ　・そめ1緒果ε才／図’：示『・これ1：」’γu才㌧

後’ク投※の×震計みよび・イ）フラすウ）．尺却・分〃）噴大ヨ」・2励o仇ρ！rocε∬ブあプ

ドφテし仁タ／い∫ILεパψ∬1溌詞
ろ．尺ノトク）P貢メミΣモニター『〕　：　とカこ出禾多」

うドr’・五・仰々〃）噴メ（1：序う民震とイしフ

ラ］「ウ）ドリ同時記録ド∫ソ以前1：比較lz

翻間描の尺・J・り・歓～モづ一r∂：ヒ
ψ・±董5」ラドr～・rこ・

　εre●’レし∫のP貢メ（’」ズト1コンオごり式ヒ叛吉さ

　！50†

　　［

」
「

一

1
」
1
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ー
ー
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O
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ー
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1983　Jon．2，　00：00－Jon」O，03：30

　　Jon．U，　OO：OO－Feb」5，2仁30

　　Mod4，04二〇〇－Mor21，19：！5

1　一＿

　　　」
　　　　L－，
　　　　　　一

ρo／∬〇九分¶～ネ1τけ3・セびヂ］3・〃ど・

畝s⑳・貢灼1仁フラrウンド川言肋タィ

フρド川ンー吻・とβ一吻ε1・旬畑
Zi」5ガ’こ♂ヒストプラム’二ぽ両．∂が混五
｛て↓戊3し・　まrこ，戊くこノ」、〃）P貢メ（↓一緒r’：1≧ナ＾身巨‖

乏れτし，6・ア2㊤｛よ、ア／図4元う，噴丈
｜『6］隔∠ズ／クo／分s　ま　τ’』〃～る〕ノ分・∫：つ　・ノ　7／0／多＼毎6う　ヒ

2　　三　乙　　5　ε　7　ε　　9　1C　I’　12　13　14　15　16

三’UDhO「、　↑；mそ　lmervoi　：nourS）

’i／　　　1／1　いlrubU3火ll｜の

　　　　川」火ln目商のじソ、トクフム

スト7“ラ∠・εえr・

｛zあ3・これ
±Pol∫、902・し　ノか

布～示17」3
■

誓

三30　　　　　　　　　　2．佗の火止の

§　　　　　・敵嚇と砒
　　　　　　　　　　　　較

℃　　　　　　　幽＿
亘2°　　　　　　　∠Zニユ2
§　　　　　　　　　　　　：仰？〃り噌大の
z
　　　　　　　　　　　　蒔間間ア吊∧刷定

　　　　　　　　　　　　～れ戸デー7’‡
　　　　　　　　　　　　r61▲カ・一表／ドオ、

　　　　　　　　　　　　∫よう八’♀r勺

　　　　　　　　　　　’1蒋閉西殼音丁れ

　　　　　　　　　　　O　Zu▲（諏訪，
E「up↑i°n†ime　in↑e「v。1（minu↑es）／953ノ．〃散

軸。い川＿火、、、噸火鋤巧働1品

　　　弊；跳；禦㌦；禦兜



伊　　豆　　大　　島

日　時 噴火闘隔

ig50．7月16日 15－20秒

17日 数回／時

26日 5－10秒

1951．2月　4日 2－5分

∫
数秒一十数秒

21日

川5二　tぴ判3．

表　1

SZro〃f　Z）o」＆’　（／97／ノ：43，、ぐ‖聯聞内’：3

1日の↓！εノτどか5400　♂P貰メ（カ・・あり．　ラれで’

れ、0自k間1衝♂Zプ］ほ，／o．7・分，5十・分，♂07

ノ矛ブあっ　1く、（Sε磁．　／タ7．ア）

秋砺・ア岳（／タ7の：・∫か・〃・あ4

．ヲ（τ∴　9∬。26日／8：00　一

の959〃）噴メ（〃｝間鴻きネrと才3図（久ノ〃｝

」）いr『3（下髄代，〃75）’噴大間隔∫穗20

～ 3∫αけの闇1：あり’9α此∬合¶ど才（’
∬95　刀・にεrebレし∫の　それと　’‡異r♂3　。

　　　　　　　　　　300

　　　　一式頓

27θ22：　00闇

跡立・Z・水研晴安験ε行・／・’外洒
’：オ『よう’ミ’7ラスコ仁フ1〈rλれ7下、）、5

ヵロ」幼『多～，　ノ｛ブラ　ス管∂・うρ・r’ク6リズと二ρ一ト、

て“ 細・畑；ηw醜跡起る・酔加
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人工地震観測記象と理論記象
　　伊神　輝（名大・理），　伊藤　潔（京大・理）

1◆はじめに

　第21，22次隊により，昭和基地の北方の海域にて，薬

量3tの大規模人工地震実験が行なわれた。その地震動はS

】6からみずほ基地にいたるトラバースルート沿いに設置し

た27箇所の観測点で良好に観測でき，走時殼析により，み

ずほ高原北部の地殻構造の概略が報告された（lKAMI

et　al．，　1983）。その結果，Conrad面，

Moho面の深さは，それぞれ30km，40kmと求めら

れた。決定に際して，逆測線となるべき十分なデータがない

こともあり，地殻構造の細部については言及できなかった。

しかしながら得られた記録中には明瞭な後続波が存在し，そ

れらの相は容易に各鏡測点間で対応をつけることができ地殻

構造が単純であると推定できた。本報告では地殻構造は水平

成層であると仮定し，いくつかのModelより計算される

理論記象と観測記象との比較を行なうことにより，P波速度

の深さ分布を調べてみた。

　逆測線となる十分なデータが得られなかった原因は，ブリ

ザード時における静竃気の発生が電子回路の破損，誤動作を

ひきおこしたためである。∧工地震観測のみならず1子回路

を使用した野外における観測において，今後この対策が必要

となってくると思われるので，観測期間中に磁気テープに記

録された静電気ノイヌについて報告する。

2．理論記象

　日本列島のように複雑な地殻構造の地域で行なう∧工地震

実験では，隣接の観測点間でさえも，観測波形の相の対応付

が困難であることが多い。地震記象は震源での情報のみなら

ず，地震渡の伝楢径路の情報をも含んでいるが，複雑な地殻

構造ではこの情報をひきだすことは容易でない。しかし北米

ヨーロッパ大陸のような安定大陸では，波形の対応は良く，

その分だけ情報量か増し，より微細な構造か報告されること

か少なくなら㌔そのための解析方法として，走時のみならず，

理論記象を計算し，観測記象との比較を行ない，満足の得ら

れるまこ，槙きを絃止し　㌦，繰ら返し，理論記象を計算する

という方法かとられるようになってきた。

　今回の，El本隊による東南極での人工地震実験の結果は，

この方法により速度構造についてての楕報を得ることが可能

であると判断し，理論記象の計算を試みた。

　理論記象の計算はFUCHS（1968）による方法を用

いた。まず走時より求められたを多層の水平成層により近似

した。計算の際には層の数に制限はないが層を増せば，当然

計算時間の増加，すなわち計算機使用料金の増加となってく

る。しかみむやみに層を増したからといって良い結果を導き

だせるものでもない。今回はよりすくない層数で出発し，必

要に応じて層を細分化していった。走時曲線より，地殻上部

において深さ方向に速度匂配が認められるので，それを考慮

に入れてModelを作成した。しかしConrad面にお

いては速度は1次の不連続とした。しかしこのような急激な

速度構造をもったModelではその面よりの反射波が大振

幅となってしまい，観測事実と合わない。観測事実を満足す

るためには，C◎nrad面にも深さ方向に速度匂配をつけ

た方が良さそうであり，Fig．1に示す速度檎造が，観測

事実を良く説明することができ，そのModelより計算さ

れる理論記象をも合わせて示す。

3．静竃気ノイズ

　低温のため乾燥した南極大陸では静電気が発生しやすいこ

とは良く知られている。人工地震の観測期間中，この静1気

に起因するノイズのため電子回路が破損してしまうという結

果になった観測点もあった。また破損にいたらなくても論理

回路化された刻時回路は，この静電気により誤動作をしてし

まい，高い刻時精度を必要とする人工地震観測においては，

たとえ良質の波形が記録されたとしても解析に使用できない

記緑となってしまったものもある。Fig、2にその例を示

す。当局鴎で刻まれるべき秒信号がX印で示す位置で狂って

いる。また分信号も異状になっており，分信号間の秒信号が

少なくなっている。Fig．3には録音されたノイズ信号と

風速と関係を示すが，風速が15m／s以上になるとパルス
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状のノイズが目立ってくる。これらのパルス状のノイズが刻

時回路を誤動作させてしまったものと考えられる。

　観測点設置の際．レコーダー等を納めた保湛箱の風下側に

ドリフトがたまり，地震計が埋設されてしまうのを恐れ，風

向と直角方向に信号線をのばし地震計を設置した。ブリザー

ド時に帯■した雪粒が信号ケーブルを横切る方向に流れれば

Ampereの法則に従がい誘導1流が生じてしまう。この

1流が電子回路にとって不都合なノイズになってしまったと

考えられる。この後の観測においては信号線はできる限り短

かくし，しかも地震計は保温箱の風下側に設置した。

　　　　　　References

工KAMI，A．，　工TO，K．ワ　SHIBUYA，K．　and　KAMINUMA，

K．　（1983｝　Deep　crustal　struc七uτe　along　the

profile　between　Syowa　and　♪4izuho　Staヒions，

East　Anヒarcヒica，　re▽ealed　by　explosion

seismic　experiments．　in　press・

PUCHSレK．　（1968｝　The　reflection　of　spheri－

cal　waves　from　transition　zones　with

arbitrary　depth－dependent　elasヒic　moduli

and　densi七y．　J．　Phys．　Ear七h，　16，　Specia1

τssue，　27－41．

●

．
　
ーノー

c

”
・
寓

‘
ト
ー

　
‘
　
！

　　　∩㎞刊洞硫ww㎞／
　　　　　　x　　　　x　　　　翼鴛貿買

Fig．2　静電気ノイズにより譲動作をした刻時信号。X

印が誤動作をした秒信号である．M印は分マークを示すが分

マーク間の秒バノレス数が少ない。

16△

S42

宇

～「一
ひ、

　
一

　
一

　
　

一ー
い
、
．
μ

　
一

「～

活

一

九m蝕

川

一

（U

ハ
．

｛

い
，
’
－
－
’

T

IO9

1（る
一

一 4 一
2

㊥“

mk　靱

　
　
㎞

　

　
oo

（

　
　
う
冬

300km

Fig．1
論記象。

，　　↓

←

　20

40km

深さ方向の速度分布と，それより計算される理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫22｝
　　　　　　　　　　　　　　帖　㌦

Fig．3　レコーダーに記録されたノイズ。右側の数字は

風速（m／s）を示す。左側には信号レベル（μkine）

を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　116，

§
1

§岬｝榊・

§1粋く岬ぷ

§1幽幽ご

45



25

南極・昭和基地周辺及びみずほ高原
やまと山脈地区での重力測定

’

長尾　年恭

　　　　　　　　　　　　（東大・震研）

　日本南極地域観測隊では、1981年4月か

ら12月にかけて昭和基地周辺の鍵岩上及び海

氷上、みずほ基地を中心とし、みずほ高原一帯

特にやまと山脈地区の大陸上で重力測定を実施

した。　用いた重力計は、LaCoste－L
omberg社G－183である。　測定は昭
和基地周辺の雷岩上で117点、特に三角点で

は精度を保つために往復測定又は同一点で二回

以上の測定を実施した。　大陸上では昭和一み

ずほ一やまと山脈ルート上で約10Kmおきに

68点、やまと山脈地区内で50点の測定を行

なった。　ここまでの総測定回数は392回で

あった。

　海氷上ではリュッォ・ホルム湾内の測深のル

ー トに沿って約4Kmおきに69点の測定を行
なった。　この結果、元来陸上専用であるラコ

ストG型重力計が、精度は悪い（±1ミリガル

程度）ものの一応の役目を果すことがわかった。

　今回は日本隊として初めて内陸や遠方の鍵岩

の測定に、航空機を用い重力計を運搬し、昭和

基地の基準点と結ぶという方法を採用した。

これによリドリフト補正が、より詳しく出来る

神沼　克伊

　（極地研）

ようになり、測定精度の向上がなされたことも

大きな特徴である。

　測定値はすべてJGSN75と測地基準系1
967に基づき処理され重力異常が計算された。

重力値の各測定点における誤差は、ドリフト補

正とテアを考慮すると、最大、昭和基地周辺の

鍵岩上では±0．05ミリガル、大陸上では±

0．5ミリガル、海氷上では±2ミリガル程度
と推定される。

　海氷上及び霞岩地区の単純ブーゲー異常は西

へ行くと負から正へと変化している。このこと

は定性的には上部地殻が薄くなっていることを

示し、これは6次隊の大浦がウォルドン重力計

で得た結果とも調和的である。また昭和基地一

みずほ基地ルート（S，　H，　Z）｛こ於ける14

次と22次の同一測定点17か所の比較をして

みるとその差はすべて1．5ミリガル以下の範

囲で一致した。内陸では系統的に今回の測定値

のほうが重力値が小さかったが、これが氷床の

流動等の原因による意味のある値か単に測定誤

差かは現状では判断できない。
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やまと山脈地区の重力測定と氷床下の
地i序膓の推定

’

長尾　年恭

（東大　震研）

吉田　栄夫

（極地研）

　22次日本南極地域観測隊では1981年1　は、みずほ基地滞在中にビラタス・ポーター機

1月から12月にかけてみずほ基地補給旅行と　　を用いて昭和基地と短時間で重力結合を実施で

あわせてやまと山脈への調査旅行を実施した。　　きたことである。これにより1981年12月

その際、みずほ基地一やまと山脈ルート上でお　　の時点でのみずほ基地の重力値が0．1ミリガ

よそ10kmおきに38点、やまと山脈地区で　　ルの精度で決定できた。このことは将来の氷床

50点、合計88点の重力測定を実施した。測　　の流動調査等にひとつの基準を与えることがで

定に用いたのはLaCoste－Lomber　　きたと考えている．
g社G－183である。重力計はSM50型雪　　 禰高の決定はルート上ではポーリン気圧高度

上車のエンジンカバー上に厚さ10cmのウレ　　計、やまと山脈地区内では菌土地理院発行1：

タンを敷きその上にロープで固定した。電源は　　25000地形図と気圧高度計を併用し、この

走行中は重力計附属のバッテリーを用い、行動　　値を用いて重力異常を計算した。その結果みず

停止中は車載のDC－ACインバーターから供　　ほ基地一やまと山脈■では途中にいくつかの高

給した．旅行中のドリフトは全期間で一1．9　　まりがあるものの、篭ねやまと山景までほぼ一

43ミリガル、一日あたり一53．79マイク　　様に基鶴地形が上昇していることがわかった。

ロガルであった。今回の測定で特筆されること　　　やまと山景地区内では通常の測定のほかにB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群、D群そしてF群とH群の間に3本の測練を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設定しカールの深さや氷厚の推定を実施した。

一。7護　ii；1撰lii㌫liii籔
　　　　　　　　YMT　O8　YMTO9　　　　　　　基整は30％の勾配で一様に低くなっており改

　　　　　　　　　　　　　♪o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めてやまと山脈が突出した地域であることを感
　　　　　　　　YAMAτO　MOUNτAlNS
　71勺。s　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿じさせた。更にかぶと岳では測定点数は一点で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるが単純ブーゲー異常がやまと山脈A－G群

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の平均値より約50ミリガルも負の異常が大き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く、地下構造の違いが推察される結果となった6
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るかと、）ラこLzド，現孜直面してt1さεっ　と　智1にキ書寸るように寸る。　こ4）オ沃でぱ従え1考L

ル人きな課題でめ⊃。吸看剤にフ・、て鳳有機えられてきて口3ポンプアヅア勿式ヤ潮ラタダ

キレート吸着剤，チタン酸系吸看剤を㌣心にム方式1こ比べて．磯構ポ簡単で，固足設備ボ

研’えが寸すめら水ておリノ後看う吸着剤とラ日ト　タな、〈、て寸む．　柔7こZ麦㍗のべ’るよ）　1（動ヵ宅

水．ヒうヰ妾触方式k｜まボしプ7ッフ゜オヨ弍ノ潮ラフ　極めて少な、、。

㌶㌘籔蕊警轡：零3、ウラ瀬量
淑のちi玄レ海水中りウラシ濃度が3・慨，と極　ウこに図1のような㌢ス〒ムでい手間にどの

めで蕎いτくり，種々り難是巨しかひ久っ呉体イし才呈度りウランが回η又できるか言式算してみよう．

寸3に頃をフていな、）。　　　　　　　　　　人工衛星を使つて捜せぱ、1ノット程度で

　いで、X量う海水し吸翻し磁触地藻丸L幅lk碗り氷ム暗易k見・∂’リそ
舗宏しして，氷山し疏1トケッわ雄粗合ラで’ある．そこで一コープ’り長ざを5k“（う

セ噺い噸水わフグ掬ス乏功粟し仁殖紳・禰4㎞）とし、3爪嚇で吸着

　　2膨スラA　　　　麓蒜露署捻葭「xl烈怯ゐ
深海底・⇔η㌧ノジゴ∬レの採扱膓紅しし⇔と，1年間1・吸翻D容器と通過⇔

て開発りすすめうれてし、ろ連続バケソト法ヒ海水ら量∫入，8‘、5XlO『％ヒなる．海水㌣り

＞K山う漂部ししと組壱也aし，図1うよ）な海ウラシ濃度．鳳3・3ノ“％であり，吸、着手ε30％

フKウラシ吸着システムが考えら淑る。可なわ　ヒすさヒ，85－、6亡リウランが［攻着されoこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に別，⇔1・脱着酬稗乞？・％L⇔と最

　　　　　　　　　　　　　　巴螢！：i驚議霧翼藷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と20らtヒ．なりノ　llヨに1巨｝ロープ］と．回転て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せるに・弾顧動η鳳20・kW

o

図1、氷、山も利用し舌海水’］～っウラン

　　吸着シスラA、

図z、吸着剤収

　　納窄器．

であ3。なおポンア巧式τ’lq

loootめウラこと回牧寸3『こ

めり所牢動力は∫7／δκwと試

算されている。

駐）栽が国リウラし需
平1寸1『8∫斗7’z°°†当，
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昭和基地周辺露箔地域否岩后地揉化・学

久ノ保旧秀紀　椎1）1識　　致田丈学教脅学評

矢内柱二　省扇セ行　　極地廟見町

　従東昭和基地周辺．島jS地域の岩后且仏，鋲　　試料調整ヒ分析該

殉夷源忙閨寸5地球ノし学的爾乳ドっ・、マの報　　岩角試剤ll寺，ロッ7トリマーで約lc均角ま

㌔礁・讐い・、今輌祈観粋咳・砲で綱、波、7・グステンカつ・・イ隈デ
ノ・・汗弓東輌・7㌦島、ラン7’ヰブデスベスクミ川・いユ・・メ。シェLλ下1・粉砕
カルブスネ焔びスカーレン・各露富屯戚で

あさ、こがの地域ψ・54練ぽ淘6約∂30
個1：つ・・？、

lz、ユユ裡φ主戎今層〆微量戎分元孝の足
量乏・行蔦っ千。

　今回味・つ各拒元素・今布ヒ地戎㊨学的特
性1・っ・・マ報告マ3。

ぽ。塙彌末・・い・ト蛎蝪酬・z掲
局筍末！・バイニ7㌧ε混ぜずド直径牛OMい・

▲硬膚苑x線今柑更置副用。加圧．（全匡之・の・・し，ト詐戎し古。

　　闘丸方司

　各露岩旭域五適当rJ

大を字っ7“1）ット・τz

珂り，各フ’”）ッ　ド！、っ

いス最；夕9＜露出【マ

い8造斥）乏吃のγうツ

いイ侯試料とほ採
敢した。表レ・各地域

・試料辮癌度，フツ
・ド散一しフ゜・レ教掻

がκま的彪石知專ポ茄

令¶紅言醜匡粉禾∧ルツト五全白動頃あ
x線今析授置（フバッフ・入pw情・。型）ξ利用

1　てヌき1定ノし　セo　定〆」量ラ［⊃ミトY守《…〉｝0ユ，T｝0ユ，ノ今｜ユ03ノ

匝ユo㍉M昨0，卜1§0，句0，ト㎏之0／kzO，巳05，

Cu，　Pレ，　2n，　N；，　〔o，　z卜，　Y，　～r，　1～bハ　9司，

V8ビCトのユユ元孝τあさ。ごの学もX線分
杵表置’・σ，｝楓の橡酬と，3個φ…剰定・

試料重〉、・K5ミとが↑包δ。合計4試料の2乏

ラも孝の謝丸停，！⑰イクノレ約3鴫同τ終了マ

▲こ　と｛ゾτ｛50

分杵結果

工、元累司今布楕性

・）田ユ疎わブル島・島柏助囲，図

3～8・獅Y輌，N；パトれ・vの濃
度4布囲モ示可。

　　・調恒朗5パ俵。凍わのレ
島彦橘⇔月旛雛。触ぺ鞠、
む・ゲノ・輌・他耐穆・靖し萄・、含
纏落示｛て・・る。この地己のざく3局

地　域
試料宿度1・・2） ゲリッド数個 サ刀’1レ数姻 代表的岩石

嫌わゲ1鴎 0．2×0．2 68 80
ざ《ら后　旗

釦n筋肖廊弘

麺
動オンゲ’レ島 0．5μ0．5 34 36

遅’片廊弘

鋤伎醐』賭

うンゲホブデ 1．OXし0 60 65
瓢ξき母繊釦日砧

　　　、、　　　　、
スかレフX方ス

1．0メ1．0 66 72
酒ち嗣鴫
奮くハ筋感蜘脆島

スカーレン
0．5×0．5 62 73 剥錦赦

獅枯纏花即

290 326

表1　岩后採取地域，功〔取囑度，試料数艮が代表的娼后
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3）全地場の烏廟皇の㌣τ更わゲ～嶋
　産の■〈う后肖麻島寸の咋／Fε相蜻），

　負／（ポ陶＋k比・感・仏・・値ξ年恥

4）　スカーしン産肖麻迄管祐勘痢緑借申の

　印の含有量時，全地域の各桓芦后の申τ・

景毛晶・、，

5）　ランア’寸ブ三ブ扇・ぴ又カルフ・’スネス産．の

　〔〈3后黒雲与肖麻芦，輝石肖麻嵩嘩φ

　⑮種含有戎今の力布鞠生わっいマ憶現庇

検討叩であき．

正、散／直鞘

　研轍象地域司全あ戸千φ主威今ぷゾ
微量戎分｝・っいて，相飾数，主困干今

祈尽ぴ固乎得ξ、算出笥の数値処理毛行る

　。芦，表2仁主因与今杵・・子3囹子負蕎

　量迄年可。これ表力・5穿ノ閲子τ痔，下，

　剤一砲1臨・咋，句，巾，P・み｝N；，
　～鴫仏丁の相閏が強く，～池逆袖雛示

　イ。劣ユ倒手τ1百，よ，Pb，　Y，Eb，用
　の相蘭が魂く，これ｝．嬉乙〃「，（・，61喜

　1芭相、罰を…ひ1てい3。w3因3一は（。の値

　が渇・・。

　　1珊！・主因与今柿・昌力1因斗負荷
量ガ∫算出しτ因子得々、（う臼rのゆ今布

正年⊆・・図パ東わフ㌦勘・∫
　＜s后朽彪老ヅ彬吟為狸｛り牛ノ因子マー

　示ゴ珀▲元老笥ρ相憎が低・・ヒξ表わ

　［てい参。
　全把咳｝・舌叶3司手得迫め窃布特性ヒ

　ついZ峙爺検討㌣τあδ。
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Principal　factor　ana工ysis

r・oadinqs
　　1　　　　2　　　　3　　　　4
Si　－．849　　．Ol5　　．371　　．036
Ti　　念91］．　　．005　　．223　－．083

A1　　．730　　．470　－．37フ　　．093
Fe　　●908　　．176　　．108　－．022
Mn　　・731　■・．089　　●354　－．228

Mq　　．870　一鳴367　一⑳068　　．109
Ca　　．898　－．038　－。311　－．120

Na　　．721　　・348　一亀411　　．079

K．067．910．115．167
P　　　●726　　．210　一舎007　－．000

Cu　　．488　－．335　　．325　　．016

Pb　－．166　　．516　一傷090　　．398
Zn　　．872　－．004　　．241　－．124
｝li　　・657　－・482　　．145　　．426

Co　－・100　－．561　　・605　　・120

Zr　　・335　　●377　　・465　一宇567
Y　　　，300　　．700　　．428　　◆13］．

Sr　　．662　　◆018　－．293　－．234

Rb　　・082　　．751　　．233　　・442
Ba　　s　133　　．684　　．294　－．074

▽　　　呼778　－．368　　．001　　・141

Cτ　　・496　－s490　　．190　　．480

Contエibu七ions
　9，04　 4．36　　］＿97　 1．34
も　　　るユ　エ　　エ　ロロ　　　　コむ　　　　ひエ

表2、主固巧村1ばム鶴与

SITE：　nNT．　ROCKS

DgTE：　1983　8　16
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REH∩RKS：　∩NT－HOJ　（BY　XRF）

　　　ANT－HIN　（BY　X｝ミF）
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8
7
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5
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南極内薩塩湖の微量叡劣からみた塩」起因

く「増　田　亘条（北犬・水．産），中％…　周（弘前夫・王里）

鳥尾鉄也（4業エ丈）

幽L；世界の人αのおよぴ難占南極の肪〃礼一地駒湖ε詠、流λ：訓
め詮￥斑’の．く池池釦嫡洋・丈姫通し箸のイ噂紡の鯛、ぢ紬3独らの起源
てタ繊左体にセの影響セ及ばして、1る・グ後．セ考寮ヴ3ことヒよデ乙4ヒ学成劣の講動’ごつ

の歩醐蟻儲訂ヒエ「鋤曳へ放蚊れ・、Z明らか’・⇔こと，また、微量え素がS
た物箪がどのような運喬之たどさか」セ如さ碓た南極内随湖の塩鞠鍵明らが’・才3こ

ことは鮮ね線匙であさ。杜●づ、嫡影1と玉a自柱し㌔
復殖接または大疑通しτ褐へ毛たパ
水る輪蹄路セ」＜圏どの嵯動を正確た妃榎す

百こヒはノr司欠どあさo

2≧＝＝＝」≧L　；　　！9ク8－79与げヅよ4ベノタ」Pλ

一 834の夏期仁南極ビクトソアランドの
ドライ！ごレー蛎で端コζ輪ししたoノご二5ブ

　杢痢碗τは、熾動が殿んど矢く、力’湖の繍は・・層’・わたソステンレ壊北原
フエ・巣」透動の濠bナヒギ球！檎ノ担帯力’5最　式採ノk審（　1旦　）　でイ寄た。　オニ＿・ソフヌL‘日♂よ

も島8廟、た⌒’（｝ごライノぐし一瑚）勘4バ弛の湖辺はプラス4ソフ製ジョッキ之r採ノ1κ

貞の』易とした。その理由は、娠鼠なことX禄した。鶴に用りたポリエ4レニビンぱあ5

けぱ来のぱの麹毅最接く儲し乙、）方’助6噺酸1ン魁閤浸し海4・た・縫水
δ地域ごあぶヒ、孔しτ糎されさイ瞳物麟髄ポリ巧レニビンに痴取七縞冷
質の源が｝bか血ば＿鋤争伝侮翌仁フいτ祈用戯担ρえρ〃／∫一〃とし嚇を諮
の情報が碍減3こヒ・さ5に．この地域は・、だ’パ縫え柔の定量は．ε“，屍．〃，物ふ

柱端に隣・kが少頁く、あ．τも弓ぐ零革しτ‘こ川之は溶翻拙一フレームしス原手昧ん
しまう。1のため、凄｝洋に由来～ちδ物質およ　〕去ど軍めた。β乙，Cヶ，ノイ帆，　C⇔，をh，艮b．　S，．
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上で南極ぱ非彰ヒ良、、嫉の」易どあさ。
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れ聡栗で姦剰こtの瀧度芝働硬⇔（庭層属1註に〕噛エーロゾルに由来亨さごヒがわ
水抱・厚／㎏）。このことは、人・ンダ湖力㌧た。南極迩互に1‡〕巨なエー。ザし⑳発

《り6〃帆以塚鑓ヌ蹴たなっτい3こヒ6’生源ガtい、こヒカ・S、ぱ規模て確斑ぢ3丈
3、姦誼雇庄疏友鉄の沈殿乎衝1二支配Xれマ寅エーOザ1しが互命紅源ヒ考L弓れδ。この

い3薯で富麹明どミ3。この違経はマニがン1こ　こヒ1ま、人套珪動1こよりλ娘t東た汚染物質

フいZ主あZはま舌。　　　　　　　　　　　が地獅全体∫こ影響を与乏う5司従縫苫示

Z》南極畠湖のすべτの施単飯劣起困乞単一すものどあ3。

の輪｝送％互蹄YしZヒら乞3こヒぱ麸し、、oノぐ

ンダ湖の麟、の紅源ヒしZ提唱こ此亙、⇔主

瓜もの｛よΦ　フ4ヨルピ時布の海メく

◎南極★薩の崖勧風化①迦穀賊ど循邊
虜3大気工一bゾルおよ㎡海戯予であ3。
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南極ドライパレー地域の環境試料中の天然及び人工放射性核種の測定

小村　和久・阪上　正信（金沢大理），山本
鳥居‘鉄也（千葉工大）

政借（北陸大薬）

　南極ドライバレー地域で採取した各種環境
試料中の天然及び人工放射性核種の含有量や
U，Pu等の同位体比を測定したので報告する。

　測定した試料とその採採取地点、採取時期
を表1に示す。
　土壌試料は放射性核種の裸度分布や蓄積量
が推定出来るように約10x10c栢の面積を区切
り、表層から10－20cmまでを数cm毎に採取し、

砂の場合にはほぼ均一と考えられるので表層
約5cm部分を採取した。　これらの試料は風乾
し、　その50－100gをプラスチック容器に密封
して通常のGe（LD検出器によりγ線放出核種
を測定した。

　氷床氷中の放射性核種は　スコット基地の
Science　Lab．で研究用に使用する水のロ過に
用いたフィルターを譲ってもらい450Cで灰化
し6e検出器及び低エネルギーγ線用Ge－LEPS
で測定した。氷試料はスコット基地の近くや
Criffと呼ばれている氷河末端から採取して
来たものである。
　土壌試料の一部と水ブィルターについては
γ線測定の後、化学分離を行いαスペクトロ
メトリーによりPuとA而同位体を測定し更に一
部の試料についてはUやThの同位体比も測定
した。

　土壌、砂、氷床氷中の天然及び人工放射杵
核種の測定結果を表2，3，4に示す。　これらの
結果から次のようなことが明らかになった。
（1）エレn”ス山から噴出した熔岩の風化によっ

　　て出来たと考えられるnス島の砂質土壌や
　　砂のU，Th，K含有量は概して高い。中でも
　　ロィス“岬の黒色砂は花こう岩のそれに近い。

（2）Don　Juan池及びDon　Ouixote池底質の砂
　　は塩類を多く含むためIJ，Th，K含有量が低
　　くなったものと考えられる。
（3）Dry　Valley各地の表層の砂のU，Th，K含有

　　量とその比は互いによく似ている。
（4）核実験による人工放射性核種Cs－137含有
　　量は非常に低く，表層～4cm以深では非破
　　壊γ線測定では検出困難である。　表3か
　　ら明らかなように北陸地方の表層土壌の
　　数1／10かち数1／100である。

（5）Fryxell湖の氷河末端の0－1cmの部分では
　　Cs－］37が高いが、これは生育していた苔
　　も合せて測定したことによる。
（6）表層土壌中のPu－239，240含有量も極めて

　　低いレベルにある。Pu－239，240もCs」37
　　と同様に表層数c面以下では検出困難な低

　　いレペルである。
（7）Pu－238／Pu－239，240放射能比は0．11－0．21

　　の範囲にあり北半球での値0．03－0．05の
　　数倍である。これは1964年にインド洋上
　　空で消滅した人工衛星SNAPgA事故による
　　南半球のPu－238汚染によるものと考えら

表1　南極ドライバレー地域で採取した壇境試料

試料の種類とその採取地点　　　　　　　　　　　採取時期

【濠度別土壌試料】

Ros5島　　 Cr8ter　 Hill中腹
ROSS島　　 Royds岬
V8nda湖畔テ’‘岬

Canopus肖↓寸近　nor8ine　Sand

Don　Juan池
Don　Ouixote　4池

Fryxel1湖Ca帖da氷河末鵡
【砂】

Vid∂湖畔

Victoria湖畔
Vand8湖畔
Bonηθy阿est湖畔

　“　Evaporite付砂づ
　い　　Ev8porite｛寸　砂一2

　い　　Evaporite付　砂一3

8uU湖畔
　“　尚畔εv8porite付砂
Onyx川浪壊の砂

【水拭料】

Sc。tt基地Science　Lab．水フ戊ター

0－15c但

σ一13c■

0－20c■

0－20c臼

0－10c●

0－10c●

0　9c●

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

表
表
表
表
表
表
表
表
表
表

1979．11，20

19ア9．【o．30

1979．12．｜

1979．1｝．29

1979．12．5

1979．12．5

1979．12，10

｜979，ll．26

1979．ll．26

1979，11．28

1979、12．4

1979．12．4

1979．12．4

1979．12．4

1979、12．9

19？9．12．9

1979．12．9

19？9．11月分

1979．12－

1980．lo？

表2　南極ドライパレー地域の土壌及び表層砂試料中のU，τhlκ，Cs－137含有置

　　Ge（LD検出器を用いたγ線凋定による定量値

試料　　　　　　擦度　　　u
　　　　　　（c■、　　《p餌）

二淳度別土壌其料】

Crater　Hil1　　 0－3

　　　　　3－6
　　　　　6－10
Royds岬　　　　　o－2

　　　　　2－4
　　　　　4－7
　　　　　7－10
　　　　　10－13
V叩daデ’鳥タ　　　0－3

　　　　　3－6
　　　　　6－10
　　　　　10－15
　　　　　15－20
Canopu3　　　　　　　　　0－　3

　　　　　3－6
　　　　　6－10
　　　　　10－15
　　　　　15－20
Don　Ju●w池　　　　 0－1．5

　　　　　1。5－3
　　　　　3－5
　　　　　5－7．5
　　　　　7．5－10
Do拍　 Ouixote　 滝　　　 0－　 1

　　　　　1－5
　　　　　5－10
Fryxo11瀕　　　　0－t

　　　　　l－2
　　　　　2－4
　　　　　4－6
　　　　　6－9

【表層砂賦料】

Roンds岬黒砂
”id8湖醇
Vi¢tori8湖砕
v8n白西畔
80n“ey輪3t潮醇

　“　8Ψ叩oritg付●－1

　“　Ev叩orite付砂一2
　“　EΨ叩orite付珍一3

B川司畔
　や』8v8porれe付砂
Onyx川櫨域の砂

Th　　　　　κ　　　　　Cs－137
fp四）　　　α、　　　　（oCi／9、

！．43±．05　　　8．5±．2　　　2、00±．04　　　0．019±．003

1．46±．06　　　8．1±．2　　　　1．93±◇06　　　　　　n．d

l．95±．05　　　8．8丈．3　　 2．12±．06　　　　　n．d

3奄74丈、0τ　　　12w3±、4　　　3＞35±．07　　0．18　］：．02

3。62±．07　　　12．9±．4　　　3．69±．09　　　0．02　±．01

3．80±．03　　12．8±．4　　　3．69±．07　　　　　　n．d

3．33±．12　　　12．8±．6　　　3．49±＞07　　　　　　n．d

l：1；匡：品ll：｛こ：li：祭：鵠　1：；

1．15±．05　　　6．2±．3　　　1．07±．05　　　　　n．d

O．99±。06　　　　4．8±．2　　　　1．02±．05　　　　　　n．d

O．88土．06　　　4．7±．2　　　　1．04±台03　　　　　　n．d

O．57±．03　　　　4．0±ヴ2　　　　1．09±．03　　　　　　n，d

O．93±．05　　　　5．5±台3　　　　1．43±．03　　　　　　n．d

1．02±．05　　　　7．5±．4　　　　1．43±．03　　　　　　n．d

1．06±．04　　　5◆6±．5　　　1．45±．05　　　　　　n“d

l．17±．08　　　　6．4±．4　　　　1．64±．04　　　　　　n．d

l．40±．07　　　　7．6±．4　　　　1．97±．04　　　　　　n．d

O．62±．05　　　　3．2丈．2　　　0．94±．03　　　0．020±．004

0．70±．05　　　3．0±．2　　　0．89±．03　　　0．011±．004

0．66±．05　　　3．2士．2　　　｛i．gO±タ03　　　　　　n．d

O．72土．05　　　　3．2±．2　　　0．94±．03　　　　　　n．d

O．76±．05　　　3．6±．3　　　0．96±．03　　　　　　n．d

O．45±．03　　　2．1±．1　　　0．51±．03　　 0．034±．004
0．75±ヴ05　　　3．0±．2　　　0．68±．03　　　　　n，d

O．59±．04　　　　2．3±．1　　　0◇57±．03　　　　　　w，d

I．37圭．04　　　5．4±．3　　　1．93±．09　　0．56　±．02

1．47±．04　　　6．9±．3　　　2．25±．03　　0．04　±．02

1．34±．03　　　　6．1±．3　　　・L86±．03　　　　　　“．d

l．34±．04　　　5．8±．4　　　1．75±．03　　　　　 n，d

工．47±び05　　　5．8±04　　　】．74±．θ3　　　　　　方、d

4：34±、09
血．82±．04

0．97±．04

0．64二±．04

1・02±・04

0．94±．05

0．63±．02

LOI±．04
0．80±．04

L74±．07
0469±．04

先d　：貝ot　4et6c匂鋪検声〕隈界以下

3
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2

＋

；
；
；
；
こ
；
；
；
；
±

9
0
2
9
6
6
0
3
5
9
9

4
4
6
3
5
4
4
4
4
6
2

1 2＞46±101　　　0▼06　±．01

L25丈．04　　　臨d
1、．61±．04「 　　　　　n．d

l．09±．05『 　　　　　n．d

l．22±．04　　　　　　n．d

l：26±．06　　　　　　n．d

LO7士．02　　　n．d
Lξは・．03　　　0．d

o．97±』4　　　抗d
l．68±：03　　　　　　n．d

o．9は．04、　　比d
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　　れる．

（8）氷床氷中に検出される放射性核種は大気

　　淳遊■降下物に含まれていたものである。
　　採取後半年以内の測定（F7911）では半減
　　期54日のBe－7も検出されるので水の製造
　　のため採取された氷は比較的新しい物も
　　含むものと考えられる◆
（9）Pb－210とCs－137の含有量は他の核種に比
　　べて高く100－1000pCi！フィ脇一（溶解した氷
　　数トン／フィ島ター）Ce－144，Ru－106，Pu－239＋240，

　　Eu－155がこれに続きA■－241も比較的多い。
　　Co－60．㌔一54，Cs－134等の槙種は非破壊γ

　　線測定の検出限界に近い．
（10）Bi－207は最近の核実験ではほとんど検出

　　されない核種でありこれが検出されるこ
　　とは注目に値する．新しい氷とともに数
　　10年を経た古い氷も含まれているものと
　　考えられる。

（11）Pu－239＋240！Cs－137比“－241／Pu－239＋240

　　比はそれぞれ0．015－0．029，0．30－0．57の

　　範囲にあり610ba1な値との差は見られな
　　い●

（12）Uの同位体比0－234！U－238は1は1．04－1．11

　　の範囲にあり放射平衡にある時の値（1．0）

　　より少し高い◆舞いあがった土壌成分申
　　のU（放射平衡に近いと考えられる）と氷
　　雪の慶結核としての海水塩起源のU（L15）
　　の混り合ったものと推定される。

　これらの他、年代測定用にBame岬のミラヒ”ラ

朴結昌を採取、V8nda湖とEonney湖では湖水
の塩の起源に関してU含有量とU同位体比から
の情報を得るために漂度別水試料の採取を行
いDoo　Ju8n池，　Don　Ouixoteでは表層水を採
取し地球化学的研究を行っている。これらの
測定結果については他の機会に報告する．

表3　南極ドライパレー地域の表層土壌中のCs－137とPu同位体

　　　　　　　　　　　　　　　＝1式オ4　　　　　　　　　　　　　　Cs－13τ　　　　　Pu－239、240　　Pu－239、240

　　　　　　　（pCi／8）　　　　　　（pCilkg）　　　　　Ratio

Crater　HiI1　　0－3c●　　　　0．Ol9±．003　　　0．43±＞11　　　　　鴨．d

　　　　3－6c●　　　　　　　n．d■　　　　　0．09±．02　　　　　n．d

Don　Juan池　　　0－1・5c■　　0．020±．004　　　0．44±：．06　　　　　n．d

　　　　l、5－3c●　　　0．011±．004　　　0．18±．06　　　　　n．d

Fryxel1湖畔　　　0－1c●　　　　0．56　　±．02　　　　8．96±．30　　　0．12±．01

（苔の部分を含む）

北陸地方の表層土壌
　　　　0－5c●　　　　　　2　－　｜0　　　　　50　－200　　　0、03－0．05

　　　n．d●：Cs－13？検出限界以下．
　　　n．d　：Pu－238濃度が抵くて叶算出来ず．

　Cs－137

　R8tio

O．022±．004

0．022±．005

0．Ot6±．008

0．OI6±』02

〇二〇i＿．

表4　スコット基地の水フィルターで検出された放射性枯檀

賦料　　　　　F7911　　P8001　　F8002　　P8003　　F8004　　　F8005　　F8006　　　F8007　　F8008
フィ‘ター　　　　79．　　　　80　　　　　80．　　　　80．　　　　80．　　　　80．　　　　80．　　　　80．　　　　80．

回収日　　　ll．30　　1．　　　　　　2．18　　　3．28　　　5．6　　　　7．11　　　？．？　　　　　？．？　　　？．？

槙桓　　　　　　　　　　　　　　核種含有量（dp●／フ袖ター）

【天然敏射性槙租】
Pb－210　　　　880／20　　414！10　　561！10　　507／10　　815！14　　1193／18　　483！7　　　252！7　　　231！6

【字宙憶生威怯桓】

8e－？　　　4900／100　　n．d　　　n．d　　　o台d　　　n．d　　　　n．d　　　n．d　　　n．d　　　●今d

【被実験生威槙桓】
nn－54　　　　2．0／3　　　　　　－一一一一一一一一一一一一一一一一　　　6．9！10∂　一一一・一一一一一・一一・一一一一一一一一

Co－60　　　　2．8！4　　　　　　－一一一一一一一一一一一一一一一一　　6．9！6a　　　－一一一一一一．＿一一一’一一一一一一一

Ru－106　　　　69！8　　　　●．d　　　　n．d　　　　n．d　　　34／12　　　24！12　　　n．d　　　　　n．d　　　　l4／6

Sb－125　　　　4？！3　　　LO／l　　　l6！2　　　10／3　　　L4／3　　　　29／3　　　　8！2　　　　5！1　　　　4！l

Cs－134　　　　1．1！2　　　　　励．d　　　　　n．d　　　　　n．d　　　　　n．d　　　　　　n．d　　　　　o．d　　　　　n・d　　　　　n．d

Cs－137　　　1060！50　　389／6　　　337／6　　　369！6　　　726！9　　　　464／2　　　187！3　　　127！3　　　116！2

Ce－▲44　　　190／10　　　∩．d　　　　n．d　　　】6／6　　　117／23　　　167！15　　60／15　　32／11　　24〆9

8u－155　　　　15！2　　　5．1！8　　　11！1　　5．4／8　　　12！1　　　　16／1　　6．6／9　　　4．2／7　　　3．3！5

8i－207　　　2．5／3　　　1．8！6　　　2．4！8　　　4．4／4　　　5．9／6　　　4．1／5　　　L7／3　　　　n．d　　　　．4！2

Pu■　　　　　16．6／10　　1．4／7　　8．7／6　　8．6／5　　16．5／4　　　13．5／7　　4．3！3　　2．4！2　　　1．7／2

Aロー241　　　5．0／5　　3．6／5　　2．8／2　　3．3！2　　5．2／4　　　5．4！4　　　匡．8！3　　　1．2／2　　　1．0／2

　　　　　　　　　　同位体比（dp●！dp司
Pu238／Pψ●　　タ21／2　　．16／2　　　．12！2　　　．10！2　　　．ll！1　　　．09！1　　　．22／4　　　．16／2　　　．11／2

U234／U238　　　n．●　　1．04／2　　1．07／5　　1．03！3　　1．07／3　　　1．1015　　1．05／5　　｝．11／4　　1．10！4

1°！↑h’章nほ5川 …；二；一＿：！；1；＿1二！一一＿．：：’，＿1∴＿1二；．一一三：’

　　　　　　　　　　放射億比《dp■／dp副
c38／Pb5
Pu⑨ノC3●

●●‘！P“■

1．20　　　　．94　　　　　．60

．016　　　．029　　　　．026

．30　　　　．32　　　　　．32

．？3　　　　　．89　　　　　　．39　　　　　。39　　　　　．50　　　　．50

．023　　　．023　　　　．029　　　　．023　　　　．015　　　．023

．38　　　　．31　　　　　．40　　　　．41　　　　．57　　　．48

　艇酉を少くするため880±20を880！20のように表した．
　o浪t●ot■●●＄or●｛l　　n．d；“ot　d8t6cted　　8：8何のフ4ターを合せて漏定
　Pu■　：　Pu－2394Pu－240　　　Pb＄　：　Pb－210　　　　　　　Cs●　：　C3－137　　　　　　A■息　：　A田一241

10ノ†h●●：　†h’230！τh－232
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永ス；秦上τ巴威て“のラ樽契の形瓜機》構ヒ透境

福田正己（兀天・イ氏温科㌢研究所）

　永又虜上τピ｛蕨に礎達日らツンドラ構造上」‘Kし．ワイマーは切断されち．同’眠ノτ

ほ．ピンゴと並んでセのτ｛望1或に騎衷σ確形乙“易猫と惚中温彪ち1茸向観劉しK．まに現セ

あら．揚丘皮び遁払の4〈ズ虜工分而勉蕨でのP、ら東工ε］采取レ2蒋ち帰リ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（り式に用いら
姥％翻粁のみτ，ツンドラ楕造工1才形ぼされ7いち、凍工の諸吻荘と髪瞼P、ら償K．図

れち．レた餌っ2、永ス潔工の嘉燈L♂ヨ典4に日乎均気忽の茸釆動ε吊耳。この期向の
聖的σ盾稗としてψ馨σ世形と云之ろ。’ソン

：纏砦」詫5iK羅篇；㍑鶴纏2

lJ、’ソンドラ楕遣工ノ1　f吻瀬構ジのtノノ）とTJ

ら．ニコZη」極確力すダにゐける氷杖ノ〕形戚

臓構にB＼P＼わゐ観森后果と、セれL兀宏遣天

暫山の化1自楕造工∧孟用しに争例を報悟ξ「る．

　工．極肥カナダZW氷寝の形戚磯構
　刀ナブ兀肋部マッケンジー河デル7陀破ほ、

厚さが数100mの連続的勇（久凍工惚域乙ゐら．

そこにロツンドラ構造工Lピンゴが無叡に形図工

戚・縫しZいら．氷｝契じ蹴彦にラ8っz、

禿き10仰以Lし露出レ2いろのが麗測51ハ2
いろ。氷柳享庫工表盾び卯く冷幻され、魏応→

力脈めに収縮馴目w㊦郁くされ励P⑰茂囚z
の彪力τわゐ、収縮割れ目の泌里希｛キにっい

τ．Dos七〇vαbvぽ：欠れ翻キ式を「ミ7に．

　　x・τ嚇F・一（1）

　こ二てXlプ7うッ7向簡（Cm），グ1ユ凍工
の也ん断発屡（k＞／CMつ，φぽ7弟工の憩膨酷

孝（1／。c），Glコ凍tの剛荘孝（Kg／cmつ，

藷σ：萸工内のラ‘彦勾配乙hら．この希1キを図恥

1に㊦a．’ソンドラ構造工れ耳2占口膏多、とくに

田辺形一辺の天き⊃が一昆Z“勿ゐ二と旧、二

のびの知濾工の物ノ性と温霞希1キτ一義的に

已3ゐ巾＼らτゐち．（1）式の｝ぷf［翻キε碓認δ

ゐヒめ、1卵0－81茸に窺惚で氷寝の多Ulh目の

形戚と司衷毛件の鞭』ε行口っk，

　観劉似他Zのツンドラ楕造工の乎面形ち固

2に託a．N。．1一正の惚烹KIJ、団3に品
ヨ」うロ劃M目蚕生親測用のポ叫レεKZ
た．　2本のポー｝レ1旬にき田いワィマーε多長っ7

万（．割れ目郡顧圭司ちと2本のホ㌧ル向蝋
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昇乎均笥猫r∫－9．6ρCであll．冬冷向の緬1、ψ均知ラ盈一6℃～－9じ鰺伺の極小）直1∬
イ直151月に［じれに塔1£しZ－38，4∂CZ7〕っ「こ．－20℃～－25℃柔呈〕咳Z“あフ斥⑥6（と推昆こSly＼

ちこz“犀乎均Amと哀動幅Ao　w得られf（のら．二lhlJ硯在の競的永ス凍エと兄疏的
ご，（2）式P、ら庫土中の猫穫要動帆彦出5れち．4く7粛土の解に対庇2「1フら幅う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形｝戎醐「フい引」一瞬代と・ヨ・a手↑Nかり

σ・Am＋A。・・p（－x疏）・sinl（2ル／T）司PN卿働日雁でI」卿・

　　　　　　　　　　　　一一一一一一（2）　　　　　　　　　　支献

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　ね　　む　ほ　　ロヨけ　　む　む　クベ　ヒ　　い　ヨハニ
ニニZ“λIJ栗（Cm），加髄醐戊1コ・・lyg…1・y・・・…f・ce－w・dges　and…di・i・n・

ξ醗繧編鍵禦1漂㎡t㎏　p㎜t⑨1　　t　㏄’
緒らψηK．αIJ超省釆柘融彦のi則尼P＼ら、　　’鵠

3×104Kg／cm2としτ1庄昆きれ↑（．芝の他　　 “

∬）物荘》亘｛三4ざ入ai　2ρとX＝q，5m1八44ら】｝η丁（．　　“’°

固2Z“ξ線1〕、ソンド『フオ祷追匡ゴこ中1こ形｝カ～さ」】｝へて

いら綱ノ）フう・ソ7Z”あリ。lifぼ10mごとに

9！」れ目巾U倦里しZいゐことに口る，ま亡ワイ
ヤー1）1ス〕断『11．4＞1奉・グ）60％以」こにモノ∬っ　2い

Z、τ刀臨離Lの醐IJ　1θ＾2目L聯想51K
に．

　以工の羅則緬里と噺Pマ～「・葛二とほ、氷援

の形成にP＼P、わら最し・㌘彰∬笥衷哲希ぽ、冬

庁間ハ極小埴2・わら二と、ツンドう難工の
硯揚ぽ、セハ物柱値z’こと｝穗る二とノ｝2●，τ

あら、二れと留意レ2～乙石・ソンドラ楕董工に

形｝w繧償f夏元を齢る1ピ尊び渤る．

　江、兀翅直・K匂山のκψ・ソンドラ楕造工

ドラ燐遣工乙ノ壱Lらい7いち．一辺⑳乎均の

長51」約20MZ・わる．毛々」細一・槻の風
イL差う雇1と…シ1しト董〕＼らr琢っ2い2g．二↓へらノ12P

紬爵の拘荘と推臓∫ゐと．前記力屍弛力プア

1二1乙〔？，α1才欠きく．まヒぴレ）15いと馬［

総篇」㍑鷲奪翌膓話㌶？留

セれ以τε∬ゐ．

　晶田ら（円90）P蔽埴栴行乙“絹斥さ碑に基

ずい2．繍⑳者候希｝千£獲元～∫ると．耳
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空中写負判読によ3やまヒ山旅ヒベ1しジカ山脈う趣形

　　やまヒ（b‖依のう辻形につ川て1よ，r言直〕・撫

源によっ7［くわしい朝i借がなさ帆7こ“さ（吉

蒜懸誤3誌議糟㌧誌元フ
即q）、よ，や・まと山膳の挺影奄蓬t以下のよ

うに汚L七　（1）山脈全体が氷な1二畜斎わ

㊤τu’卜晴餉（やまヒλ聯一ジ）．　（ユ）；k

床小S山θ親が露也し，7うトしΨト3kl可が
1鋪こしτ・浪簡朝．（3）山挺》1（：可（吻（辺

）1“6『）によ3侵ρ食の8寺｛」ミ（福鳥ステーヲ）．

（4）氷床がさζに低下し，山賜壌の山塩
でぼ山r伽せうk】δ「が麺した時瑚（鰻淑テージ）

＝現桓．

　こ執ヒ1馨1ぎ｛司祥の挺¶発亀9ス亨一ジの烏

オ己がぺ↓しプソ7山片魯で毛天り3れZい▲ら　しいしノ

セーtしOLダーネ山月齢τもあきらかにさ帆7
いる（V禽nAuセe“bOzr、196略）．

　量2庄，†》手ヒ《b琳tLぺ’しジ’カ4♪月魚のく・わし

い酬図い満。。。）が鍼したのど，堂
中写亙判蜘こわて，上き己9婦脊蓮賄検
葦寸してLひ←ナ」●f吏拝司した室中写j員しま↑こ2◎．ooo

～　1：60．OOOで一も0カう～壷中写董主ふく

む．判謙謀ば，い5ゆユ。1こ縮小した畑う

図上にアDットした．
　判技によっマあきらカ・になっ九二と．

　①現危氷がつまっていない’£の・？・¶吐ヒ

t・。“うk今一帥t款，氷床う侵食εうけ九平垣面

憐斜面と9間1胡聯酬。轍繰がない．
二りこヒ1よ’乎担面や線斜面ヒあまりちがわ
ない0寺旬｝に（っ手リ氷床下τ⑲αγeJ　Soouγr噌

ヒ氷海こ低丁％tのしり・7クアイλ9な続によっ

z）形杖されたヒ胞わψ～〉。

②聯⑰斜の鱈繰ちとセなう』山一
w岨εt＄，言由・蘇原によ）て現雇形成中

⑳cr醜“tヒされた毛のの中にぽ，6rr⑯u巳氷河

にではなく，氷床側からの1ゾzきたヲk河禾端

に占められzuハ毛りがある．また、胴瞭な
傾斜り苦換綺（1…毛っ急崖q）なかには，7k乎力

伺に凹形の形奄もも亨，アづトレット｝k国に

よ3創方侵食‘・よ3ヒ・措乞恥1ものがあ3．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　68

　　　　　　　　　駕田修二（秦泣大）

こ薗ぺらは，現あ…より）kなゐ“も）と拓u6‘℃

今山」せ）k硲「りイ蔓食（dr洋セ「ヒelこよ』31ぐ食）

によ▲毛のであ3》．
　③　アrラトし、ソト氷河によ）］ピ形戒さ“

たヒ慰わシtる急崖のなかにも，∀の斑罷的
｛h竃から，蓼曳6モri「侵食1…う1†ZUなレ気ヒ鰹

わ・h、もりカぽさ．》乏4心は，氷まが戎な

よ1｛もうとお6・った晴（モ｛こη～びさ“たtg

で函め．

　ぷ上の判拓紬票とノ言O・藤原⑳山提搬
形溌遣史ヒ心，むい中ん「｝、tり・Zち♂なU．

　また，セー1しoンノダー拓山承（やへ・しジゐ

山胎で’推定三！れτい）ような氷な上」蒔獅が

醇危tたかピう6・ぼ，判きετせなか，た．

　や∂iヒ山肖良ヒ〔tしラ’わ山‖斥ヒ11，面》竃が

かなソ喫なハのて，董味りあ3ヒし秩εWこ

なt‘にくいが：以下の点・φ吋δ摘Z“きハ．

①べ”しぴ力山艇τ’㊨モし一シフィー1し

ドう面雀が，やまと山脈よりはきかにせま

い（モし一シフィー1しド今面捉／山t胞角面瑳1

Sヤγαぬdedモし一レヒ宝4）4ベム勘含よもでま

ミも　

　②　べ1し㌢力山鰍～Z“は，？うトし・ント）k

iq4侵食ヒ蘭●一た急在し力寸（ない，

③べ・しツ典τ1よ’恒d・草¢や
tr。“渉がよ〈職Lして‘1▲．
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τ山挺貝（｛可の侵令εう‘↑）こし轟rτきノ

c《鳴“己や⇔四9傲がよく溌虚した．
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が｛㌢めらψtっつあゐ．22ラを槻到ず‘1落千の野

ク｝書祠重Y行っ杉ので、　：れr‡ゼの66累∫二7才事
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tいくっ初…老めら的，　：れら伽”綾並の　ドうに
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定ざれわもの右ド’あハ，珍¶P秦轟｛れろように

篭＾頃は琶の…罹〆の劉芝陥重ガξ†㌢｜有．“て訊’
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：㍍許1㌶1㌘躍雛鳥》輌1
と兎えらhる十存碓〕嵩葭‘二迎い）Y切るθ“ア4亡

〆4⊂r4r’・δちゑ鬼♂形戒・亭，’ケ〈セ毛・9

・負瀞力・ワーソ・パ玩如ヒ・畦じ∫・＝パ
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裸氷原のdirt　b飢d｛くつ・，て

・力尾・文彦（国立極地研），勝島尚美（北大硬1ノ大前宏和・石’リ正雄（ゴc大低温

　　　　研），高橘修平（北見エメo

　　や毒と瞬石氷原やアうンヒルでの隔石力X

創・含知ていろ含有鉱物の量比rJピ6詞

ぷ1㌫∴㍗∴記醤三6㌫二
犬ムげラス1わ和二司名乏②む狩有rd’形態をし

てみり、西吻極＊床のべード基酩の氷床コア

水ワ・ら発見されrこ犬山■ラスと同一の形態を　図1

しマい6。
　図2σアランし～レス・裸司く原のガく床ラえ多θあよ　．

ひごdiピt　band｛迫、線）乞示しているo、’．こ∠う

41．rb飢4ヅら採取しr・氷・Pl・②3Kている

鉱物粒子が犬ム灰疋ζ禄τあり、一方、裸氷原

の氷咋13＊床琢8㌦・らの上昇流て、ある：とt

考えると百・・ヰ代1こ力いて堆頑し仁大山反と

2足是さKろ．べ一ド基姥の氷床コア氷9・らゐ

尾さ払r二丈山戻起療の物9〔ほ，深さ800〃4800

傾《層状臼」’していろ，最も新しs・もの子約

εo〃犀前，｛〈乙1ユ／∫ρクo～3戊6クo年前⑳氷体

、ヤで観察さ↓ぺており，ウィスコンシンガく翼日の

後期1・相当すろ。・柔南極氷床＊体、拍・も同様

1轡羅．

，や4と傾石氷原のd∫r†レ久・†で発夏され

な犬山ガラス
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ベ 縛（苦

璽

シ己＾べ乏
　　　・で∴一’
辞爪　　　　＼，～

し二犬山戻起禄の湖賞ゾ〈2＞3休ていうと才づrJ図2．

らぽ、現在⑳裸氷原（・発見ざれ6犬山灰起源

の籾買ほウィスコンシン水劫｛仁堆積しピ右の

ヒフえらK，裸・ト原のクkの阜代も1匡ぽ同ぴて

あううと堆是ごρろ，

　今侯iミ犬山ぴラスク）式分o・らと・・こり・ら運柱

いrコもぴハ、きrこ犬」4沃t利用しての年代珪

足も試ぷるっしりであう．

アラ）ヒルズ裸氷原のdゴバb飢4（薫、埠）

の分布

図3　アランじル又裸氷原のdげ†b久nJウ・ら

　　　発見されfく犬山ぴラス
　　（発う乙まτこほカ・一スt含む：）＼ムグラス1
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白癩＊河流域の基盤地形について

　　　　四尾文彦（国立極地研）
　　　　高橋修乎（タじ見エメo，

　　極地＊床の氷の厚さを留液Z・測定丁る禽

綬氷厚討1ゴ氷の厚さεラ則定丁フrごけ子ほrφ’

く氷床氷俸の電気自ヲ寸生1黄【のiをいし二」フて｛尋ら

れる内部反射萄，氷床の湿度分布｛：しrミバっ

了起る籔衰の違・・、打・ホ床と基盟の∫勧L・・

らの反身†∩這Lい｜・よ「て氷床底・きPのオ犬態や基

趨の老質モ推走《さうrd’ビ多くひ知互εもた

ら可可5こ性り・・あう，雷渓水厚副足が始dりて

久しい匂ぺ漫11定才支↑朽のPn題としてとくい？ン

テア｛｝Pの診貝置汀と・・ヅ’禾カギラメミψあっτこ．23：尺P渉

《［τアンテ十のξ頁置；客1こよって4＜厚覆り定o・と・

のようト景多1響ぞ受1すろのウ・tξ周へr・．

　実馬支1‡み千レ3基七く乙ドおいて実方セLτ二．　こθ）

地是、て0氷雪ほξ瓢Z／0〃グζあろ。アンテナε

八木三素手ロ、ら五素子1：可るセ基盤。・らの反

，石川i£雄・大前宏和（北メ（低湿研）

勝易尚美（北大理）

ロ
ロ
　
ヨ
を
　
ベ
ゲ
コ
ゴ
ロ

戸　
　
愉
　
　
。

’｝’　㌣ ”芦 ㌣
　　　　　　　o‘■1禽飼c‘　‘“●1

図1、S！6一みずは基鵬の＊床・・基盤姥形

　　断面

身「r｛5号5翼度ほ∫．／～夕oρ〔β（亨膓ηム3クごβ）　とタ5　1き〕Z．

〈rJ㍉↑こ・　こねロアンテナひξ更5十利得と一毛丈

し、基惜g’らo、強いイ吉苦εf与ろr二の1：ぱグ』＜ノ享

ξ十の出《7モ」二1十ろのみrゾらす∴アンテナの利

イ考Lf工1下）方σv8と刃o良いこヒF示していう．

ノ債1・武せr・アンテナε用いて；副．足可うPめ、

福し1こ」っ　て受「†3・基盤o・らo、反与Tl言号ハゑ度6）1

；方：衰［‘ごヲ／．5『泌βとrJ㍉τこ．こ」へ【」オ這しのランナ

ー
抑1こ閲いら休ていろ金薦部の景多響子あ，仁。

同一’也烹、トお．いてアンテナの方位ov変｛し可う　図3

ヒ基盟・’、らの1ミ算丁修苦弦支口十教〆β麦化芭受

［咋，このここぽ氷床氷i杢ザ複勃r性媒質
であるo・ら氷停の構藍1当牽因万うと4えられ

ろ。

　25：欠隊τ初電；皮氷厚穎促1穗図5に示レトト

　1　一己←．‥時‥‥÷　‥±』」一⊥▲十一一‥‥＋

匂頼氷珂亮埠沿・・（図5のぶ∫／ド不目当

了る）の＊印・基盤叱ザ多断面

いハ．v㌦ご～一へ、．”’i

、

　図5の5∫21：二｛：）っrニテk床・基盤t老ζiアク

断面

つ、一 又調動レーい・お・・□みず1轟にを

十1ヒLて鵬和基叱、G！地烹．や3とム旅
州硯已鞍綜彰9、・（G之一67・鴨～・門と図午，

山、』1ト1おrぴやまξ唄石＊原1二おけヨ1均2〃グ

㎞∩連㌍倒是蒼行．「こ。図1ワ・ら図仏lr結朱

・’・ 彰1あろ日穎流線沿いτゾごφ氷床表薩lo

ぼプる随爪劃面形熊て・ある。巷盟嵩「蔓ぽ5力飢

・／3，ゲ例こ内睦但h・1笥くひ5傾1匂ドあ6。基

己’1凹凸ほタ1く床表面トも堰、・影著7及ぽし、

是牡の蔦6りの可ぐ・下流倒てし∫，表釦壌斜一が念

　　　　　　　　て
㌦触パ㌧バーいぷご

み可ほ基W－fれム淋（図⑰浄　
1こ相当する）φ氷床・基盤民形断面
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tこr∫る・θ2姥、を、億血の基盤からの）《射信労

輯度ほ｛《Zの姥域1二比べて弦く、言r・エコー⑳

形状＋異洋了・あり基懐ヒ＊床め境埠面了巨ぼ

＊床修《静ゾ粁異ば状態ドあうこヒ予言P莫して

いう。図51ボノ七工十隊♂氷厚劃走ε主とし

引破し万基撒伊セ形図であか

鷺
6

ノ
’

～
㌣
川

㈱

紗

図5、白癩氷巧お↓ぴみずほ高原十床の

　　碁盟勒
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電砲順畜十にょ遠艦他唄燈をの諭の

　　　　　ナ（前弦釦（佑丈・侮盈商），面尾誕御国立極地窃），鰺島尚美（佑k・理）

　　　　　　石川正雄（斌・イ嚇⑯，編珍坪け固工歎）

齪めに．融鍬徽面砺赫祠1・鞠し，縮趨・・初鰍級吐借し・、そ
順向鰯袖紘ラkの牽を劉をイ3焚齢融ク順言朽川ズレタリ1’踊3．この亀
捌禽恒銘威抽た雑頑射∫コー・・，麹老・’誘鯛1蝿㌢嫌し・ば・れ〃4・
3◆他オ，」己石〆）言秀電孝多則董乞旧，古くかろ，タ1そたPり由Z・13φぐ，　二の伯ε屠u～，蓼盤宕の

鯉（」匂Fe）力湖い幽⑳麹，臼射エコー磁鮎触詞3．ほパz，狸エコ
ー 噛度紡，逸ら趨鋤S柚㍗蜂止し融・・測新一行励拐・・ち趨
名の頑輻t纏曳イ鍵ニピψr2・ヨ＞z・あ3う。23叉級劉隊z・1∂、白煽ラk菊記域，やdどム礼周
ユ2z、竈須ラk膨則｝iしを行有った。麗名の地噴檎遂かわ，別く株下の岩Ψえ穎硅し《ハイ、1と“う

麺ち四・ム鰍裾小楠柏と妨クーク群の向の電砲う隔計噛ぷε礼と魂翌岩
老型の霜嵐を試力たのZ・，この結粟につ・，2、勲苔可3。（図1）

一．魁酬働の送借鯉・8パく床転誘齢の残蓮埴⇔勧・鳳R臼品
り，禎雪β，不酬乃なピ・Z・散力Lを脅σ仁鮪東．裁裏しZ
印く　。　t　ε〆っ　Z　基】霞エコー彬　，　窮ぐ衰の皇多響を脅σZ．　ぞ

・おの値詞，娃艦老駈詞葭射係2い1碗餉、・．
老…，胴・，ラk床内⑳醐采当・）の竃姻i癖（d・）
をダめた。功～に，二のd1ε倒・’z，源妻の勧果ε取り陳P

ち縮四梨幽ぱ盤の酬・つ一，柏靖，墓
璽名の葭射係数を衣める二∠を句o。た，w狛し仁踏線13．

回1の裳線（Sイルート），るが破総τ・銅。

鯉遊亙図21・，9Ylレい・∂δ，ピ難蟷の鰍
エコー強度‘后射係教）ピ．姦面堪i吻．幕盤磁⑰ε菰4。

趨名の噺係惣4段階・・刷づ・和た．ノし一時号2・
孟からつワ8乏庖11じA番の名可冶餓からノ南巡尋∠ヌナク

ー ク群の名型顔顧ヘヒ蛮化∂3Yう想±れ3グ．霞知係窺

類を同已寸3二乙13，かカリ絶しP二と
ザわφ、っ1う。二れθ、似行の解功鉢、，乎

面電磁、癩の重亙〉・豹・ξ輻自脅射ピuう仮

迄1／夏／アuz、13ニヒ1二」3乙鬼1われ工

蜜稼じ1コ，亀澱ラk稼了†の電娼lo借’何昂的

ね広人リセ老・ち秀だ面或｝z，あ3。三喫面の

向題乏解釆ゴ〉ニビIJ，、今後の課題とし

2000

『1500

』
量1。。。

て教土吻ごu3が・．その仏、タK広閃抑か山

らのθ射工コーの功く固0ピ・毛同哨に杉乞

ね〆ら，ラK『z色面下の砲4～俳｝ピ噸を召5し

く狛。ちう元＞Z・．夏櫻名の老型司歪臼う

砺Zゆく：ゆ明零τ吻3と島触3．

図2．SY［レド杷fり図風ゾ鯉蔑射イ布貌

500
　YM17910　　　20　　　30　　　40　　　50
　　　　　SY－Route，route　number

　　　　　　　　　　　　口　　＜－40dB
　　　　　　　　　　　　［：コ　　ー20dB～－40dB
　　　　　　　　　　　　弦函　　一10dB～－20dB
　　　　　　　　　　　　■■　〉－10dB

74



43

や‡乙ム脹の泥繁変成掲

〃家邑正雄（lj司ム穴・却〔養）　白石知行（材｝地石柏

　　ψぎヒ↓、脈の基盤完類、さ主ヒ｛1、グラ　ざく3石一烹・賓母め麻弟中のざく3石1さ，1

ニユライト柏およが角閃名相の受ぬ名類ヒ，　1ゴいゴ¶の夙縁8P老斜長石L黒蜜母にぷハ融・食

関長％噴揖ザ花向擁靭深双娼類同・沌ぜ峠形ε系す，・の黒被母、瑳籔の黒雲母
3．グラニェライト相名刃ヒ角閃宕相岩石ヒ　よ・）Z軸色占ぐ淡・｝．二畝らzっの％石り鉱物

の闇K直梼り姥質闇イゑ、さ認劣う“なuバ，両　笑控闇塀吃，姥のブラニメライト柏債充地城’

名η閏長名類に対す3関イ系力・5，グラニュう　つぎくう石㍉斜方輝石一里蜜．肝克のψりと茱

イト相完石ど閃長お類の両％は一フの姥領体　に第i図r示す．のっ力石力ぜくハ石一黒・雲

ε咽、角閃繍名石力∋な3地噴体し1才構母ぺ了初・う求め；れお鼓（6叫’乙い才，本
遁的な涛触倒イ系トあ3ピ秀る5畝3（∫A～愉5石姥域の寸’陛～堪茎ノ性妾尭岩り両輝石ペアかち
¢どぴノ・ノ　ノ982　1／｛∫4L〃1～　∠しnメ　　5ノし’rA：ぷλ，’、　／タ83　 ）　．　　　碍う　ψし7ζ　ク30－770°C　（ノI　S久〃1～4wH！∫A「γ4’∫A～，　’タ

南相頑奴劣類・多く、才酸世～メ駈劇互・名る冶3）k比べ角・別イへ“．・の完和・かナ3上

力・5有3ρミ，やメとム敵南審Pのハ名￥に、ま，関　遺しのとうな、租繊エの肩徴芝秀え合杉《3ど，

妄宕類ピ着梼に倖）グうニュライト相お石の　二れ吋μ杜θ7酪Je有璽う磐ヵぐ表杉れ1い」の了“

一 翻⇒蜘く泥信・秒噴・石鱈紅の変成宕類あ3う．
バ産す3．泥噴老ピし1二畝までド見良さ畝　　や∂乞ム陥丁ぽ，ざく3石一斜オ輝石一罵、

勧のド，石灰質朽麻完ヒ件）ω斜方輝乃一蜜母の3オ朕和硯県“4・咋・㌧tバt，
，里雲岳肯麻完ヒ，両輝石角閃名ヒィ手）ωざく　⇒払バ狗在す3ヒイψMず，そのイ立置、さ函w・5

ろ石一黒潔母肖麻％辞びω入ヒ’和レー斜労明川汚よう氏作lla・久r允庁T久Mレ。・醐地城（

輝石一烹玄母け麻劣ヵミあ3，本地域のグ’ラニ5釧⑭｛5．ム“澗7のの診のよ壮，そ1てみ

エライト相受衣糸借の賭徴ε秀察す3た・りK

ω衿rが（勾の完石の・鉱吻ハξ生関イ系を調べた．

　若お石の鉱物租令せ、さン！（のど方ソτ’あ3．

（け斜有メ！軍スラ　ー｝髪、雲母｝う麻雀1　（Y80AT2＄）

　斜六輝ゐヤ黒蜜母すカソ長石＋、斜妥石くハn

　θ一之o）＋石英ナ十タン鉄鉱
（～）ざく　うノ石一累・憂（母♪う蘇を｝　（Y68ρノ∪’o久）

　ざ’く3る＋黒蜜舟イガリ長石＋斜長石（An

　ノヂノψ）＋石葵＋十タン・鍬鉱＋石墨

F

A

笏1図、

09　　　　0、8　　　　0」？　　　　ρ6　　　　05　　　　◎」4　　　　03　　　　0，2　　　　ρ1

《　う　く　3k4rレぶnピ5　惚城　（5“z」βLkf，　！タ80）　の老…

のよソLさ引くF側1く寄・1・，3レ推更さ八

3．Sk久rレsηzざの3相蕉有ばア真ll鋭4　r4夙一

万夙パはMのε〃）よリε仏・・褒頁糸・イ牛毛系～

て　・1　3　　（∫uzレしk‘’，　／ヲdPo）　．　∫4x2“k↓」　（／ヲ♂ユ）1てよ

“tざ，∫k4wざれ～5乏含¢山財zw一θ・∠□“kね

地或・変択秦イ牛、さ7丁・・い6kb程度沽績う

れていλ．エエのように，ヤ4Zル、印kのグ’う

之エヲイト相の復爽渇度は二“ヒほば同1・・で・

わ3．　1イ…がって，回1く見うれλような本姥

　　　　　　　　城ヒ山zw一撤扁。k払姥域
　　　　　　　　の間め笑捗関係の違い1∫、

　　　　　　　　薩庚糸件の遂いK占」6り
　　　　　　　　で1書な・・．黒雲母＋万※＝

　　　　　　　　ざくう石＋斜賓輝石＋灯リ

　　　　　　　　長石†H20の反応・のP－X閲

　　　　　　　　係毛彦Lド、ノ11ヲイ図L1“の

　　　　　　　　工記3相碩戚の位置闇係K

　　　　　　　　夕4寸λ庫ガρ如）釆1（フ“　1

　　　　　　　　侯紬た，
　　　　　　　M
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向ヤ寺Lヌナタークズめ光質

嚇～笥美（」ヒ大　 ヨ埋）

1　ぽじ’め1二　　　　　　　　　　　　　1フ、∫づ・フ㍗ラ∠卜wゼ毛みら↓・3。士彰構民

　南や7ヒマアタークス1丁、ヤ書しム終A／群廓、物の4匡痂1けコウ岩僧片声虐と同希7’あ3

の南搬卜δ1）南砺｛・紬40μ∨雛」・て砲匿す8が滴色鉱物切壁ガぐ多い・

ワ！フのヌナタークク・ら存5．r本姥孤の姥形図

1ぱ年辰ざ仏マいカ1・ヵc、、室中写亘’二♪り烏受　角閃名獅、

ナターク1譲ら」・さ1翻社毛しつの断ε御賭鋤調田。腸緒竣の椎レ編・的
示し恒綱ムであポ編ピム輸夙四地カセヒ・辮脚π細ぼ⇒・・ユ罐麺ド
蜘・っい7ば地薗図幅毛今めて・‘＜っヵ’の報袖｝亘↓・き・鮪鍋ηヰのしlZIず酬茸石

1多がプ羅恥ていδが、茶姥域ド園1マ・ブ　　角1糖・罵唾紹創芝1岩、ヲ概釣ηゐひ引

鋼酬・H伸ワ・）／・榊禰傍・・別碕τ卸第叫粋一騒日岩潔瓢角彫栖
あ3・本地或の妻銭作用・裸成楠め著紬τ　う。＝の岩酩友碑角閲名麹ぱ侮孟「「3カフ・ン

珊らわ’ヒしヤれム脈・べ・しブづム陀含名ヤパ7’マタ什討ワ3，
め仁旅討ε行η・て松域佑存麟望芝解ロ肝

3耽が鍾τあ3バノ漸ず如・本健ふカコ、ラ若ペグマタイトアブライト
梵後にっいマ】丘・ぐ．／他叱城レ齢〃餓の　＝小ら岬優白賃多形くt引7ぽ麟5卜詳ら小

襯輌つ呪㈱柄．　　　　3．ヵ・ウ名パグマタ小噛輪一笥伽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茸戊田‡函ヵぐろく）㎞1・主す9呈釣ψ涛3。
⊃，r地後概　　　　　　　　　　　　　　用嚇勅ヒ17ぼ里受揚’角用．石が由らψ8．

　図ユ，図∋（訂ヒ泌計王除・・τ・各ヌアタークフプうイトぽ十～、伽幅・』令か多くヒ゜ン

破笥図であき・便宣エ、各ヌプターク・禰ク色のカソ毛．石・・’字禰殉7宏汁がら。いい（

カらハへ戸』．す3・！各マナターク∋北復lll二IJ磁・でぎ3．

てレフが糊ピに恩蓬しそ・禰戻衝調圃
の吻彪に古ら山さ岩石が多いクぐイ恒の露岩　添プヒ儀F許られs片麻名類・角閃岩勤1ブ、

1二・τ方いザクロ石潔重臼・片森名万とψみぢ4t嚇％徒》七ウ、ち￥ハ昨丁』し嵩脈杖の」・ψ／含

3。）〉～下！二擁有こしにその特徹を正べ3。

カコら岩質杉森岩

あ7丁べ’τ角閃勧目lr元す3暑碑ブみ3。し
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重楡一都・、卿．塩甚峡．式輝1
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2．｜8

11．45

4．20

8．29

0，23

7．75

7．45

1．76

3，88

3．37
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嫌南極・1ヨリ出山甲のfassaite－grossular　rock　l（ついて．

　　1ヨっ出山？1ぴ，　日召承〕碁土也」りヨ1ピ京160K伽4　k

耀レ鯛繍k鮒理端類力・ら補吟
セ私二柄檀ぬ・・てじ齢類が有友打。
本地馳角1砺片麻劣中に姥胸一剋巧
、つジヤイ臓弗痴が突在し、鏡下て“は・檀

繰色の多色性鰯・・鞠輝石，ザのコ石，斜
長茄毒よび’石蹴紘力・τうなつている。　二∂）岩石

の観如びSiO238・78％・A120324・44鴬・t・t・1　F・0

1L95％・MgO　O・51％．　C・022．10り組威・を示寸石灰

使今岩石であ3．EDXによる分イ斤の締累は

花』1・11・柏b・・’鞠聯は，A12・3を
ら、Σ｝6～テ19　ズ含みノ　TiO2・Na20　1＜と1家’しし）

fassait・て輪あるニヒカ’◇・た，ザクロ石は

A・d・adit・m・1．勧・靭金んだ’9・・ss・1・・で，斜

長砺1写1繊粋なA・。・thit・で1あ3．

1：蒜、（・、1：；H饗i翠；crlA1：蕊；

66）1（よつて与之弓れたフ「ラξ掃〕領墳・1（7°ヒユツ

トせ十3。｛ヨっ出岬リザりロ后一駕㌘〈分片所

か手の女有おザクロ后叫鞭く9か弓粛朽た
平衝盗度“ワ0°（Th・mp・・n，1976）．幻含613℃

（G。1dman＆Albee・1977）と⇔．広相助・θqθハ）

1（よ吻∂∴二つ付』Ll才Kya・ite－Sillimanfteが

共ち→3．ケくLも、二ら宕石づ佳西条舛ら
下で’は．fassait・　di・P・idi・py・・xeneと引司

1パ砕児和傍卿碗左し葎い，二つ瀦剰才、

Onu・aeta1・（1982）の緩課と茅喧し危い。

　　　　　　　蟹1沢聰史（束メし尺継捌

　　　　　　　矢内オま三（固士祖≧地研究所）

Table　1．　Representative　analyses　of　fassaite・

1 2 3 4 5

SfO2　　45．95

Tio2　　0．11

A1203　6．30
FeO　　　15．63

HnO　　O．21
HgO　　7．17
CaO　　　23．73

Na20　　　0．17

Tota1　　99．27

46．57　　43．98　　　44．07　　43．80

0．25　　　0．19　　　0．25　　　0．19

6．84　　　　8．46　　　　8．59　　　　8．94

14．13　　　16．11　　　15．36　　　16．30

0．17　　　　0．22　　　　0．15　　　　0．19

7．55　　　　6．28　　　　6．72　　　　6・17

23．96　　　23．95　　　24．07　　　23．79

0．24　　　　0．20　　　　0．12　　　　0．15

99．71　　　99．39　　　99．32　　　99．52

　　　　　　0＝6
Si　　　1．782　　 1．788
A1（IV）0．218　　　0．212

A1（VI）0．070　　　0，098

Ti　　　o．003　　0．007
Fe3†　　0．103　　　0．0フ8

Fe2ケ　　0、404　　　0．376

Hn　　　　O．007　　　0．005

Hg　　　O．414　　0．432
Ca　　　　O．986　　　0．986

Na　　　O，013　　0．018

and
1．705

0．295

0．092

0．006

0．138
0．384
0．007

0．363

0，995

0．015

R＝4．000
　1．705　　　1．697

　0．295　　　0．303

　0．097　　　0．105

　0．007　　　0．006

　0．129　　　0．132

　0，369　　　0．397

　0．005　　　0．006

　0．387　　　0．356

　0．998　　　0．985

　0．009　　　0．011

．cや

｛Mg，Fe）Si206

白Al2Sio6

Fig．1．　Plot　of　Di－FATs－CaTs　ratio　of　fassa｜te

　　Of　the　Cape　Hinode　district．
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